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●特集「小野長寿の郷（仮称）基本構想」

●国際交流を深めよう！

●小野市文化祭はじまる

●ふれあいひろば

●まちのわだい

●農業・くらしの相談箱
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ハートフルシティおのハートフルシティおの

「ひょうごの匠」キャラバン隊に技能指導を受ける生徒たち

　　　　　　　　　　　　（１０月１０日・市立旭丘中学校）
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計
画
予
定
地
は
、
小
野
市
の
中

心
市
街
地
と
ゴ
ル
フ
場
に
は
さ
ま

れ
た
緑
豊
か
な
丘
陵
地
で
あ
る
山

田
地
区
と
市
場
地
区
で
あ
り
、
両

地
区
の
間
を
流
れ
る
山
田
川
の
周

辺
に
は
の
ど
か
な
田
園
風
景
が
ひ

ろ
が
っ
て
い
ま
す
。

（
別
図
の
と
お
り
）

▼
所
在
地
　
山
田
地
区
・
市
場
地

区▼
区
域
面
積
　
約
３
４
０
ヘ
ク
タ

ー
ル
（
山
田
地
区
１
４
０
ヘ
ク
タ

ー
ル
・
市
場
地
区
約
２
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
）

＊
隣
接
す
る
国
有
林
を
含
み
ま
す
。

　
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
交
通

ア
ク
セ
ス
、
地
域
の
多
彩
な
社
会

資
源
、
さ
ら
に
充
実
さ
れ
る
社
会

保
障
制
度
な
ど
を
最
大
限
に
活
用

し
、
高
齢
者
等
が
健
康
で
生
き
が

い
を
持
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

三
世
代
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
モ
デ

ル
と
し
て
、「
小
野
長
寿
の
郷
（
仮

称
）
構
想
」
の
創
造
を
目
指
し
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
居
住
希
望
者
や
地
元

住
民
な
ど
の
意
向
を
十
分
に
踏
ま

え
て
、
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る
高

齢
者
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル

事
業
を
戦
略
的
に
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

　
居
住
者
が
参
画
す
る
ま
ち
づ
く

り
会
社
に
よ
り
、
地
域
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
一

定
の
地
域
を
対
象
に
設
置
さ
れ
た

情
報
通
信
網
）
に
よ
る
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
や
日
常
的
な
健
康
管
理
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
す
る
た

め
の
地
域
貨
幣
シ
ス
テ
ム
な
ど
が

提
供
さ
れ
る
な
ど
、
「
高
齢
者
が

健
康
で
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
」

を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
ソ
フ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入

に
よ
り
、
豊
か
な
自
然
を
活
用
し

な
が
ら
、
生
き
が
い
就
労
や
生
涯

学
習
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
「
生

き
が
い
と
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
」
を
実
現
し
ま
す
。

　
県
で
は
、
本
年
度
、
基
本
計
画

を
策
定
し
、
２
０
０
２
年
度
以
降
、

設
計
や
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
な
ど

を
進
め
る
予
定
で
す
。

２平成１３年　広報「おの」１１月号

計
画
予
定
地
は
ど
こ
？

今

後

の

予

定

は

？

ど
ん
な
計
画
な
の
？

　
　
　（
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
）

ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
な
の
？

　
　
　
　（
左
図
イ
メ
ー
ジ
）

至
市
街
地

国
道
１
７
５
号

至加古川

市民病院

小野市消防
　　南分署

至三木 至三木

市場町

市街地

天神町

山田町

榊町
育ヶ丘町

小野
ニュータウン

計画予定地

にはこんな計画があります！にはこんな計画があります！
ちょう じゅ さと

　兵庫県では、理想の長寿社会の実現に向けた取り組みの

一つとして、高齢者の新しいライフスタイルを創造・発信

するとともに、都市住民と農山漁村との地域連携を図りな

がら、豊かな自然空間のもとでの暮らしや世代間交流の実

現をめざす、『長寿の郷構想』を提案し、そのモデルとして、

当市において「小野長寿の郷（仮称）構想」を推進しており、

今回その基本構想がまとまりましたので概略を紹介します。

　兵庫県では、理想の長寿社会の実現に向けた取り組みの

一つとして、高齢者の新しいライフスタイルを創造・発信

するとともに、都市住民と農山漁村との地域連携を図りな

がら、豊かな自然空間のもとでの暮らしや世代間交流の実

現をめざす、『長寿の郷構想』を提案し、そのモデルとして、

当市において「小野長寿の郷（仮称）構想」を推進しており、

今回その基本構想がまとまりましたので概略を紹介します。

（別図）
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　「
小
野
長
寿
の
郷
（
仮
称
）
構

想
」
の
中
に
次
世
代
の
複
合
商
業

施
設
「
バ
リ
ュ
ー
セ
ン
タ
ー
」
を

商
業
施
設
開
発
会
社
が
提
案
し
て

い
ま
す
。

　
提
案
内
容
は
、
同
構
想
内
に
Ｊ

Ｒ
神
戸
駅
か
ら
元
町
駅
ま
で
の
規

模
に
相
当
す
る
約
　
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
中

心
に
映
画
館
な
ど
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
的
な
要
素
の
強
い
約
２
５

０
店
舗
の
複
合
商
業
施
設
を
建
設

し
ま
す
。

　
こ
の
施
設
は
８，
０
０
０
台
の

駐
車
場
を
備
え
、
来
場
予
定
者
数

は
年
間
を
１，
８
０
０
万
人
と
し
、

３，
０
０
０
人
の
雇
用
の
場
が
確

保
さ
れ
ま
す
。
地
域
の
活
性
化
を

図
り
、
三
世
代
の
交
流
拠
点
と
し

て
期
待
し
て
い
ま
す
。

　このシンポジウムは、小野市民の皆さんをはじめ、多くの方の構想
に関する理解を深め、地元と一体となった構想推進の機運を高めてい
くため、県と市が共催で開催するものです。
　日時　１２月９日（日）　１３時３０分から１６時（時間は予定）
　場所　小野市民会館大ホール
　内容　小野長寿の郷（仮称）構想の推進をテーマに、次のとおり行います。
◎第一部　講演
　講師　島田晴雄慶応義塾大学教授（日本を代表する国際エコノミストで、この度内閣府特命顧問に就任）
◎第二部　パネルディスカッション
　パ ネ リ ス ト　井戸敏三兵庫県知事・島田晴雄慶応義塾大学教授・
　　　　　　　　　　　　務小野市長
　コーディネーター　上羽慶市神戸新聞社論説委員長
　問い合わせ　企画課（　　１４０４直通）

あなたも参加してみませんか？

皆さん ご存知ですか？ 小野市皆さん ご存知ですか？ 小野市

多自然地域で三世代が交流する
　健康・安心・生きがいのまちづくりモデル
多自然地域で三世代が交流する
　健康・安心・生きがいのまちづくりモデル

－１２月９日（日）に開催します－－１２月９日（日）に開催します－

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

巨
大
複
合
商
業
施
設
を
提
案

巨
大
複
合
商
業
施
設
を
提
案

巨
大
複
合
商
業
施
設
を
提
案

お の

７０

○６３



　
小
さ
な
お
子
さ
ん
や
ご
両
親
・

ま
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ま

れ
る
高
齢
者
な
ど
、
世
代
間
の
交

流
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
憩
い
の
場
。

「
ひ
ま
わ
り
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ッ
ト
」

整
備
事
業
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
育
む
場
と
し
て
、
各
町

で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
各
町
内
で
取
り

組
ま
れ
る
休
憩
施
設
の
整
備
に
対

し
て
、
市
が
２
０
０
万
円
を
上
限

に
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　
整
備
内
容
は
、
テ
ー
ブ
ル
や
ベ

ン
チ
を
配
し
た
屋
根
付
休
憩
施
設
、

花
壇
、
植
栽
、
ト
イ
レ
工
事
な
ど

で
、
整
備
後
も
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ

ア
に
よ
り
、
夢
広
が
る
施
設
と
し

て
い
ろ
い
ろ
ご
活
用
い
た
だ
け
ま

す
。

　
こ
の
た
び
、
住
吉
町
で
完
成
し

た
「
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ッ
ト
」
は
、

周
辺
の
木
々
の
緑
と
よ
く
調
和
し

た
施
設
で
、
さ
わ
や
か
な
風
が
体

を
や
さ
し
く
包
み
込
む
情
景
が
目

に
浮
か
び
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
町
に
も
誕
生

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
長
寿
福

祉
係
（
　
　
１
０
１
１
）
ま
で
。
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市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
推
進
と
女
性
の
地
位
向
上
を
め

ざ
す
啓
発
活
動
と
し
て
、「
女
性

週
間
ポ
ス
タ
ー
」
パ
ネ
ル
展
を
開

催
し
ま
す
。

　
パ
ネ
ル
展
で
は
、
女
性
と
男
性

が
分
け
隔
て
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る
と
と

も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
々
の
能
力

や
個
性
を
発
揮
し
、
自
ら
の
人
生

を
主
体
的
に
生
き
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
意
識
づ
く
り
を
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
、
女
性
の

方
も
男
性
の
方
も
一
度
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
内
容
　
昭
和
　
年
か
ら
平
成
　

年
ま
で
の
女
性
週
間
ポ
ス
タ
ー
（
約

　
点
）
の
パ
ネ
ル
展
示
ほ
か

▼
期
間
　
　
月
　
日
　
か
ら
同
月

　
日

▼
場
所
　
市
立
図
書
館
１
階
展
示

コ
ー
ナ
ー

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
サ
ー
ビ
ス

課
（
　
　
１
０
１
３
直
通
）

　
市
で
は
、
市
政
懇
話
会
の
一
環

と
し
て
、　
月
　
日
　
の
　
時
　

分
か
ら
市
議
会
議
場
に
お
い
て
初

め
て
の
「
女
性
議
会
（
模
擬
議
会
）」

を
開
催
し
ま
す
。

　
市
内
か
ら
公
募
し
た
議
長
役
を

含
む
　
名
の
女
性
議
員
が
、
日
ご

ろ
考
え
て
お
ら
れ
る
市
役
所
に
対

す
る
疑
問
点
を
議
会
形
式
で
質
問

さ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
傍
聴
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▲住吉町に完成した「ひまわりふれあいスポット」

「
ひ
ま
わ
り
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ッ
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
あ
な
た
の
町
に
も
・・・

〜
創
造
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
み
ま
す
〜

「ひまわりふれあいスポット」
整備事業

「ひまわりふれあいスポット」
整備事業

２
０
０
万
円
を
上
限
に

　
　
　
　
補
助
金
を
交
付

２
０
０
万
円
を
上
限
に

　
　
　
　
補
助
金
を
交
付

市
内
で
６
番
目

　
　
住
吉
町
で
も
完
成

市
内
で
６
番
目

　
　
住
吉
町
で
も
完
成

○６３

（水）

２１

（水）

２８ ５０

２４

１２

１１

（水）

２１

２１

１１

３０

１３

○６３

目
で
見
る
女
性
の
半
世
紀

『
女
性
週
間
ポ
ス
タ
ー
』
パ
ネ
ル
展

『
女
性
週
間
ポ
ス
タ
ー
』
パ
ネ
ル
展

『
女
性
週
間
ポ
ス
タ
ー
』
パ
ネ
ル
展

『
女
性
議
会
』を

　
　
　
　
開
催
し
ま
す

『
女
性
議
会
』を

　
　
　
　
開
催
し
ま
す

『
女
性
議
会
』を

　
　
　
　
開
催
し
ま
す

月
　
日
　
〜
　
日

１１

２１

（水）

２８

（水）

ぜ
ひ
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

市で
は

初め
て
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こ
れ
か
ら
の
国
際
社
会
を
理
解

す
る
た
め
、
多
く
の
国
の
文
化
や

生
活
習
慣
に
触
れ
る
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
内
在
住
の
外
国
人

の
方
々
と
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
外
国

の
こ
と
を
聞
い
た
り
し
て
、
多
く

の
国
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く

「
ふ
れ
あ
い
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
ス
ペ
イ
ン
語
、
英
語
、
ベ
ト
ナ

ム
語
な
ど
い
ろ
ん
な
国
の
言
葉
に

触
れ
、
お
友
達
を
た
く
さ
ん
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

　
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼
日
時
　
　
月
　
日
　
　
　
時
か

ら▼
場
所
　
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

▼
参
加
料
　
２
０
０
円
（
外
国
人

の
方
は
無
料
）

▼
申
し
込
み
　
小
野
市
国
際
交
流

協
会
事
務
局
（
総
務
課
内
・
　
　

３
６
１
５
直
通
）

　
小
野
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結

ん
で
い
る
「
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
リ
ン
ゼ
イ
市
」
を
来
年
の
春

休
み
に
訪
問
し
、
親
善
と
交
流
を

深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
小
野
市
で

は
、『
親
善
訪
問
使
節
団
員
』
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
　
約
　
名
（
う
ち
中

学
生
は
５
名
程
度
を
予
定
）

　
原
則
と
し
て
市
内
在
住
の
中
学

生
以
上
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
選
考
）

▼
日
程
　
平
成
　
年
３
月
　
日
　

か
ら
４
月
５
日
　
ま
で
の
　
日
間

（
う
ち
リ
ン
ゼ
イ
市
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
は
６
日
間
）。

▼
費
用
　
約
　
万
円
（
パ
ス
ポ
ー

ト
等
諸
費
用
を
除
く
）

▼
事
前
研
修
　
２
、
３
回
実
施

▼
申
し
込
み
期
間
　
　
月
１
日
　

か
ら
同
月
　
日

▼
申
し
込
み
　
小
野
市
国
際
交
流

協
会
事
務
局
（
総
務
部
総
務
課
・

　
　
３
６
１
５
直
通
）
へ
。

　
な
お
、
申
し
込
み
用
紙
は
同
事

務
局
（
総
務
課
）
内
に
あ
り
ま
す
。

　
市
役
所
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
満
足
度
を

評
価
し
て
い
た
だ
き
、
よ
り
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
す
「
ハ
ー

ト
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
評
価
制
度
」
を

今
月
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
も
今
回
で
３
年
目
と

な
り
ま
す
。
出
来
る
だ
け
多
く
の

皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

き
た
く
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間
　
　
月
１
日
　
か
ら

同
月
　
日
　
ま
で

▼
評
価
内
容
　
あ
い
さ
つ
、
身
だ

し
な
み
、
言
葉
づ
か
い
、
態
度
、

説
明
、
環
境
の
６
項
目
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
５
点
満
点
で
採
点

▼
評
価
対
象
　
原
則
す
べ
て
の
部

署
、
施
設

▼
記
入
方
法
　
評
価
用
紙
を
各
課

お
よ
び
施
設
ご
と
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

記
入
い
た
だ
き
、
記
入
後
は
「
回

収
箱
」
に
投
函
願
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
人
事
係

（
　
　
３
６
１
５
直
通
）

皆
さ
ん
の
お
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！

―
―
　
月
１
日
〜
　
日
―
―

１１

１５

―
―
　
月
１
日
〜
　
日
―
―

１１

１５

　市では、市有土地購入希望者を募
集します。
　申し込み期間　１１月５日（月）から
　　　　　　　　　　同月１９日（月）
　売 却 方 法　価格公示売却
　問い合わせ　応募要領等の詳細は、
　　　　　　　財政課管財係（　
　　　　　　　１０１４直通）まで。

『
外
国
人
と
の
ふ
れ
あ
い
会
』
を
開
催

　
　
　
　
　
　
〜
異
文
化
に
ふ
れ
よ
う
〜

『
外
国
人
と
の
ふ
れ
あ
い
会
』
を
開
催

　
　
　
　
　
　
〜
異
文
化
に
ふ
れ
よ
う
〜

第
　
回
リ
ン
ゼ
イ
市
親
善
訪
問

　
　
　
　
　
　
　
　
使
節
団
員
を
募
集
！

（日）

（水）

（金）

（木）

（木）

（木）

（月）

１２

１３

１６
１４

１４

１１

１０

１５

１１

２６

２７

２１

○６３

○６３

○６３
○６３

前
回
の
「
ふ
れ
あ
い
会
」
か
ら

前
回
の
リ
ン
ゼ
イ
市
親
善
訪
問
か
ら

１５

のお知らせ

売却物件（３件）

所　在　地

鹿野町１８７９－２

天神町９４７－３�

片山町１０３４－６４

地 目

雑種地

宅　地

宅　地

面積（ｍ２）

１３，８４９

１５１．３５�

１００．８７

市有地価格公示売却市有地価格公示売却
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◎日程表１

２００
１

芸術・文化の秋を
　　　　　皆さんとともに・・・
芸術・文化の秋を
　　　　　皆さんとともに・・・
芸術・文化の秋を
　　　　　皆さんとともに・・・

　秋の訪れと共に、今年も「’０１小野市文化祭」
が各会場で盛大に開催されます。
　この文化祭は、「楽しく生きがいのあるまちづ
くり」をテーマに、地域の芸術文化の発展と向
上をめざして、小野市と小野市文化連盟などが
共催して行います。
　市文化連盟に加入している各団体が中心とな
って発表会、展示会を通じ、日頃の成果を紹介
します。
　市民の皆さんにもゆっくり楽しんでいただけ
る絶好の機会です。秋の一日、皆さんも身近な
郷土の芸術文化をじっくりご鑑賞ください。

　秋の訪れと共に、今年も「’０１小野市文化祭」
が各会場で盛大に開催されます。
　この文化祭は、「楽しく生きがいのあるまちづ
くり」をテーマに、地域の芸術文化の発展と向
上をめざして、小野市と小野市文化連盟などが
共催して行います。
　市文化連盟に加入している各団体が中心とな
って発表会、展示会を通じ、日頃の成果を紹介
します。
　市民の皆さんにもゆっくり楽しんでいただけ
る絶好の機会です。秋の一日、皆さんも身近な
郷土の芸術文化をじっくりご鑑賞ください。

催し（事業） 日時・場所 内　　　容

市の芸術文化の向上
と発展に貢献した個
人・団体を表彰しま
す。

舞踊や謡曲、邦楽、三味線、
クラシックバレエ、ダンス
などの１５団体が一堂に会し、
し、趣向を凝らした華麗な
舞台を多彩に繰り広げます。

自然の変化や日々の
喜び、哀しみを短い
文字のしらべに託し、
寄せられた作品の発
表と表彰を行います。

１１月１１日（日）
１０：３０～１５：３０
市民会館大ホール

１１月１１日（日）
１１：３０～１２：００
市民会館大ホール

１１月１１日（日）
俳句大会１３：００～１６：００
短歌大会１２：００～１６：００
中央公民館２０１号室、２０６号室

市民文化賞

表彰式

１１月１０日（土）～１１日（日）
９：００～１７：００
　　（最終日１６：００）
市民会館小ホール

季節の色と艶を一瓶
一盤に盛り合わせ、
各流派が自然美、造
形美を相競って演出
する華道芸術。

第３７回

いけばな展

１１月４日（日）
９：３０～１６：００
小野市伝統産業会館
　　　　　　大研修室

吟詠愛好家が一堂に会し、
先人の遺産である詩の心に
従い研鑽し、詩を読み、吟
じる日本口承芸術である吟
詠大会を開催します。

第２９回

小野市吟詠連合会

　吟道大会

１１月３日（祝）
１０：００～１５：００
柳風園・柳風亭

茶道同行会員が「心
ふれあう一服のお茶」
のお点前を披露しま
す。

市民大茶会

１１月２日（金）～４日（日）
９：００～１７：００
　　（最終日１５：００）
市民会館小ホール

書道愛好家が、日頃
の成果を発表します。

墨友会

　　書道展

市民芸能

フェスティバル

市民

　文芸大会

市
民
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

い
け
ば
な
展

小
野
市
民
文
化
賞
表
彰
式

市
民
文
芸
大
会
表
彰
式
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わ
が
ふ
る
さ
と
「
小
野
」
の
歴

史
を
も
っ
と
知
る
た
め
、
市
内
に

散
在
す
る
旧
跡
を
自
分
の
足
で
歩

い
て
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
今
回
は
、「
広
渡
廃
寺
・
浄
土

寺
周
辺
を
歩
く
」
と
題
し
て
浄
谷

町
・
久
保
木
町
周
辺
に
あ
る
文
化

財
を
た
ど
り
ま
す
。

▼
日
時
　
　
月
　
日
　
　
　
時
か

ら
　
時
（
雨
天
中
止
）

▼
集
合
場
所
　
旭
丘
中
学
校
（
国

道
１
７
５
号
旭
丘
中
学
校
東
信
号

を
西
に
２
０
０
ｍ
）

▼
コ
ー
ス

　
旭
丘
中
学
校
（
集
合
）
↓
広
渡

廃
寺
跡
歴
史
公
園
↓
ハ
メ
塚
↓
に

ご
り
池
↓
浄
土
寺
（
昼
食
）
↓
観

阿
上
人
墓
所
↓
夫
婦
池
古
墳
↓
円

筒
分
水
↓
住
吉
神
社
↓
八
幡
神
社

↓
旭
丘
中
学
校
（
解
散
）（
約
　

　
）

※
コ
ー
ス
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

▼
参
加
料
　
一
人
２
０
０
円

（
当
日
、
受
付
時
に
徴
収
し
ま
す
）

▼
持
参
物
　
弁
当
、
雨
具
、
敷
物
、

探
訪
証
明
書
（
な
い
方
は
、
当
日

発
行
し
ま
す
）

▼
申
し
込
み
　
小
野
市
観
光
協
会

事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
・
　
　

１
９
２
９
直
通
）

※
当
日
受
付
も
可
能

　「
人
権
の
世
紀
」「
共
生
の
世
紀
」

と
い
わ
れ
る
　
世
紀
で
す
。
人
を

大
切
に
し
、
自
分
も
大
切
に
さ
れ

る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
私
た
ち

の
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
課
題
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

は
、
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
江
川

紹
子
氏
の
講
演
、
中
学
生
の
人
権

作
文
を
聞
き
な
が
ら
、
心
あ
た
た

ま
る
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
人
を
思
う
や
さ
し
さ
や

思
い
や
り
の
心
が
こ
め
ら
れ
た
標

語
・
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
も
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
　
月
２
日
　
　
　
時
開

演
（
開
場
　
　
時
　
分
）

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
内
容
　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

・
第
一
部
　
中
学
生
人
権
作
文

　
　
　
　
　
発
表
会

・
第
二
部
　
人
権
講
演
会

　
　
◎
講
師
　
江
川
　
紹
子
氏

　
　
◎
演
題

　
　
　「
大
人
と
子
ど
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
夢
探
し
」

◆
人
権
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
入
選
作
品
展
示

　
　
　（
大
ホ
ー
ル
２
階
ロ
ビ
ー
）

　
親
子
で
考
え
た
標
語
や
、
小
・

中
学
生
の
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
ま

す
。

▼
入
場
料
　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
　
人
権
教
育
課
（
　

　
２
４
４
５
直
通
）

カブスカウト団員の
活動内容ならびに団
員が製作した版画お
よび写真をパネルに
展示します。

市内の音楽愛好家が
一堂に集い、日頃の
成果を披露します。

手のぬくもりと心の
かよう手工芸作品
（アートフラワー）
の展示を行います。

絵画、書道、写真、彫塑・
工芸の４部門で、創作活動
に励む人達の未発表の力作
を、市内外から一般公募し、
入選作品の展示を行います。

１１月２５日（日）
１３：００～１６：００
市民会館大ホール

１１月１６日（土）～１８日（日）
９：００～１７：００
市民会館小ホール

１２月６日（木）～９日（日）
９：００～１７：００
（最終日１５：００）
小野市伝統産業会館
　　　　　　大研修室

１１月２９日（木）～１２月２日（日）
９：００～１７：００
（初日は１３：００から、
最終日１５：００まで）
市民会館小ホール

◎日程表２

催し（事業） 日時・場所 内　　　容

２月１５日（金）～１７日（日）
９：００～１７：００
（初日は１３：００から、
最終日１６：００まで）
市民会館小ホール

書道愛好家が、日頃
の成果を発表します。

第１５回

小野書藝家

　　　Ｇ展

３月８日（金）～１０日（日）
９：００～１７：００
（初日は１３：００から、
最終日１５：００まで）
小野市伝統産業会館大研修室

絵画、書道、写真、
彫塑・工芸の４部門
で、創作活動に励む
協会会員の作品の展
示を行います。

第２２回

市美術協会

　　　　展

１２月１日（土）
　～３月１５日（金）

３１文字にあなたら
しさを表現してみま
せんか。

第１３回
短歌
上田三四二賞
　　作品募集

カブ

スカウト展

第１６回

市民音楽祭

アート

フラワー展

第２８回

小野市美術展

人
権
を
尊
重
し
あ
う

　
　
ハ
ー
ト
フ
ル
な
ま
ち
づ
く
り

人
権
を
尊
重
し
あ
う

　
　
ハ
ー
ト
フ
ル
な
ま
ち
づ
く
り

人
権
週
間
　
　
月
４
日
〜
　
日

皆
さ
ん
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

皆
さ
ん
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か １２

１０
１２
２

人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

１０

２１

（日）

１１

１０

ｋｍ

１５

１１

１２

３０

１２

１３

（日）

○６３

○６３

第
　
回

　
小
野
史
を
歩
く
会

３０

講師

江川紹子氏



８平成１３年　広報「おの」１１月号

このコーナーはみな　さんと一緒につくる

ページです。いきい　きと活動している人

や、暮らしの中で思　ったことなどいっぱ

い教えてください。

お気軽に　総務部市　民サービス課まで。　

いあ
れ

ふ

ひ
ろ

ば

いあ
れ

ふ

ひ
ろ

ば

　
市
内
久
保
木
町
在
住
の
県
立
多

可
高
校
教
諭
の
長
谷
川
雅
清
さ
ん

が
　
月
　
日
、
日
本
陸
上
連
盟
よ

り
「
平
沼
亮
三
章
」
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
の
受
章
は
、
高
校
陸
上
界

に
功
績
を
残
し
た
指
導
者
に
各
都

道
府
県
か
ら
毎
年
１
人
表
彰
さ
れ

て
お
り
、　
月
　
日
か
ら
開
催
さ

れ
た
宮
城
国
体
で
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　
な
お
、
同
国
体
に
も
教
え
子
７

人
が
出
場
し
ま
し
た
。

▼
日
時
　
　
月
　
日
　
　
　
時
か

ら
　
時
　
分

▼
場
所
　
総
合
体
育
館

▼
内
容

◎
第
１
部
　
市
内
小
中
高
生
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
教
室

◎
第
２
部
　
サ
ン
ト
リ
ー
サ
ン
バ

ー
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

◎
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー

　
・
抽
選
会
（
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
）

　
・
サ
ン
ト
リ
ー
サ
ン
バ
ー
ズ
と

　
　
写
真
を
撮
ろ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
小
野
市
国
体
準

備
委
員
会
事
務
局
（
体
育
保
健
課

内
・
　
　
２
４
０
９
）

　
小
野
市
ゴ
ル
フ
場
施
設
市
民
利

用
事
業
実
行
委
員
会
が
　
月
１
日

　
、
富
士
エ
ク
セ
レ
ン
ト
小
野
ク

ラ
ブ
（
長
尾
町
）
で
「
第
１
回
ハ

ー
ト
フ
ル
ゴ
ル
フ
デ
ー
」
を
開
催

さ
れ
、　
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
な
ど
、
積
極
的
に
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　
同
実
行
委
員
会
で
は
、
今
後
も

ハ
ー
ト
フ
ル
ゴ
ル
フ
デ
ー
の
ほ
か

に
、
ゴ
ル
フ
場
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を

利
用
し
て
、
音
楽
会
や
デ
ィ
ナ
ー

シ
ョ
ー
を
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
　
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
た
「
新
世
紀
み
や
ぎ

国
体
」
に
、
小
野
市
よ
り
、
３
選
手
、
１
コ
ー
チ
が
出
場
し
ま
し
た
。

１０

１３

１８―
―
久
保
木
町
の
長
谷
川
さ
ん
―
―

薮本明広さん
（コーチ・県立小野高校教諭）

三木章嗣さん
（ＭＦ・県立小野高校）

石原啓二さん
（自営業・黒川町）

古田真輝さん
（主将・須磨ノ浦高校・大開町）

出
場
選
手
の
紹
介

○
サ
ッ
カ
ー
少
年
男
子
の
部

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
女
子
の
部

○
弓
道
成
年
男
子
の
部

受
章
さ
れ
た
長
谷
川
さ
ん

第
　
回
国
民
体
育
大
会
小
野
市
内
定
イ
ベ
ン
ト

６１

兵庫県代表小野市より

～新世紀みやぎ国体～

３選手、１コーチが出場

１０

１６
１０

１３

（日）

（月）

１１

１０

８９

１８

３０

１６

１３

○６３

〜
　
名
が
参
加
し
、
交
流
深
め
る
〜

８９

第
１
回
ハ
ー
ト
フ
ル
ゴ
ル
フ
デ
ー
を
開
催
！
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　笑うハヅ怒るハヅすべて
がかわいい　そんなはづきは、
パパとママの宝物。
　これからも元気で大きく
な～ぁれ。

（母　幸子さん）

　 寺田　葉月ちゃん
てらだ はづき

わが家の　アイドル

（敷地町・１歳１ヶ月）

　わが家のもうひとつの宝、
ゆうちゃん！！お姉ちゃんに
遊んでもらうとニコニコ顔。
　いつまでも笑顔の素敵な
女の子でいてね。

（母　由佳さん）

　 佐 藤 　 佑ちゃん
さとう ゆう

（小田町・１歳２ヶ月）

　動物大好き　イタズラ大
好き　我が家は毎日運動会
　明るく元気でのびのびと
たくましい男の子に育って
ね！

（母　眞由美さん）

　 乾 　 昂 生ちゃん
いぬい こうき

（敷地町・１歳３ヶ月）

　目の前にある物は投げず
にはいられない、我が家の
暴れん坊将軍。
　腕白でも、優しい男の子
に育ってね。

（母　弘美さん）

　 河合　勇飛ちゃん
かわい はやと

（浄谷町・１歳３ヶ月）

６７５ １３８０５０
円

小
野
市
王
子
町
８０６
―
１

小
野
市
役
所
内

広
報
ク
イ
ズ
係

今月の広報「小野」をよ～く読んで次の○の中にうめてください。

○ 県では、市内山田・市場地区に「小野○○の郷（仮称）基本構想」

　を推進しています。

○ 市では初めて、１１月２１日に「○○議会」を開催します。

◆応募方法　ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、

　今月号で興味のあった記事や感想などを記入のうえ右記まで送って

　ください。

　正解者の中から抽選で１０名様に粗品をさし上げます。

◆締 切 日　１１月２２日（木）（当日消印有効）

２

１

先月広報クイズの答え　○無料　○１１９　でした。たくさんのご応募ありがとうございました。２１

このコーナーはみな　さんと一緒につくる

ページです。いきい　きと活動している人

や、暮らしの中で思　ったことなどいっぱ

い教えてください。

お気軽に　総務部市　民サービス課まで。　

いあ
れ

ふ

ひ
ろ

ば

いあ
れ

ふ

ひ
ろ

ば

　
市
で
は
、「
市
政
懇
談
会
」
の

一
環
と
し
て
、
各
種
団
体
と
の
座

談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
９

月
　
日
　
、「
市
民
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、「
こ
れ

か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
を

サ
ブ
テ
ー
マ
と
し
て
、
市
長
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
か
ら
　
人

が
参
加
し
、
座
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
こ
の
座
談
会
は
、
市
民
の
目
線

に
立
っ
た
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
意
見
交
換

す
る
こ
と
に
よ
り
、
意
思
の
疎
通

を
図
り
、
相
互
理
解
を
深
め
、
一

方
で
は
市
か
ら
の
情
報
の
発
信
を

し
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
現
状
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
対
す
る
市
の
取
り
組
み
方
な
ど

に
つ
い
て
、
鋭
い
質
問
、
ま
た
要

望
・
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お詫びと訂正　
１０月号で掲載しましたわが家のアイドルで、三田　優ちゃんの住所が「敷
地町」となっていましたが「神明町」の誤りでした。お詫びして訂正します。

さんだ ゆう

１９

１６

（水）

市
長
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
の

　
　
　
　
　
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た

市
長
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
の

　
　
　
　
　
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た

市
長
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
の

　
　
　
　
　
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た



収穫の秋に・・・収穫の秋に・・・

グローブのような「山イモ」グローブのような「山イモ」グローブのような「山イモ」

１０平成１３年　広報「おの」１１月号

このページは、まちの特派員から寄せられた情報
を掲載するコーナーです。まちの小さな話題、大
きな話題にかかわらず「まちの身近な話題」など
を紹介します。

神明神社で「子どもすもう大会」

－西脇の獅子舞－

　天神町の紙村進さん宅で、「野球のグローブの
ような山イモ」が採れました。
　紙村さんの義母の山田シノさんが２年ほど前、
庭に自生していた山イモの葉のつけ根に生じる「む
かご」を摘み、植木鉢に埋めたものが育ったもの
で、先月下旬に、妻のマスエさんが鉢から取り出
し、土を水洗いしたところ、子どものグローブの
ようなイモが現れたそうです。
　「こんな形は見たことがない」と近所でもちょ
っとした噂になったそうです。

　この季節、市内各地で秋祭りが行われました。

　神明神社でも１０月８日（祝）、まつりのひとつ「子

どもすもう大会」が行われました。

　参加したのは神明町のヨチヨチ歩きの子から

小学生までの子どもたちで、みんな土俵にあが

ると相手を倒そうと力一杯頑張っていました。

　西脇町では１０月７日、秋まつりが盛大に行われ、郷土芸
能である「西脇獅子舞」が披露されました。
　西脇町の獅子舞は、保存会の皆さんが中心となり、町内
の子どもから大人まで老若男女が一緒になって、秋まつり
が行われています。
　これからも、昔から伝えられる郷土芸能をいつまでも次
世代へと受け継いでほしいものです。

〈まちの特派員（小野東小学校区担当）松本　章さん〉

〈まちの特派員（小野小学校区担当）藤枝加代子さん〉

〈まちの特派員（来住小学校区担当）山田年子さん〉

グ
ロ
ー
ブ
の
よ
う
な
「
山
イ
モ
」

郷土の
まつりをいつまでも・・・郷土の
まつりをいつまでも・・・郷土の
まつりをいつまでも・・・
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総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）
と
匠

台
公
園
体
育
館
（
お
の
ア
ク
ト
）

で
は
　
月
８
日
（
体
育
の
日
）
に
、

「
ト
ラ
イ
！
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
」
と

し
て
施
設
等
の
無
料
開
放
を
し
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
水
泳
や
テ
ニ

ス
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
当
日
に
は
、　
月
の
ハ
ー

ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
と
し

て
、「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」
も

併
せ
て
実
施
し
、
四
国
学
院
大
学

教
授
の
漆
原
光
徳
先
生
に
よ
る
講

義
も
行
わ
れ
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
有

効
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
有
酸
素
運

動
）
で
体
脂
肪
を
燃
焼
さ
せ
る
お

話
な
ど
を
中
心
に
、
大
変
興
味
深

い
ダ
イ
エ
ッ
ト
情
報
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
重

点
項
目
の
１
つ
で
あ
る
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
を
願
っ
て
９
月
　

日
、
地
域
振
興
部
道
路
河
川
課
で

は
、「
高
齢
者
・
子
供
が
安
心
し

て
利
用
で
き
る
道
路
環
境
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
来
住
地
区
に
お
い
て

「
交
通
安
全
総
点
検
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
地
元
老
人
ク
ラ
ブ
、

区
長
、
来
住
小
学
校
の
先
生
な
ら

び
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
社
交
通
安
全
協
会
、

社
警
察
署
、
社
土
木
事
務
所
、
市

か
ら
は
市
民
福
祉
部
、
教
育
委
員

会
、
地
域
振
興
部
な
ど
あ
ら
ゆ
る

関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
日
ご
ろ
か
ら
生
活
道
路
や
通

学
道
路
な
ど
と
し
て
地
域
の
高
齢

者
や
子
供
た
ち
が
利
用
す
る
身
近

な
『
み
ち
』
に
対
し
て
、
道
路
の

構
造
、
交
通
安
全
施
設
、
交
通
規

制
な
ど
を
は
じ
め
、
多
数
の
項
目

に
つ
い
て
３
班
３
ル
ー
ト
に
分
か

れ
て
、
参
加
者
全
員
が
自
分
の
足

で
歩
き
な
が
ら
、
丹
念
に
点
検
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
点
検
の
実
施
に
よ
り
、
道

路
を
利
用
す
る
人
々
の
交
通
安
全

に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、
点
検
結
果
に
つ
い
て
は

高
齢
者
・
子
供
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
安
全
、
そ
し
て
安
心
し
て
利
用

で
き
る
『
み
ち
』
づ
く
り
に
反
映

さ
せ
る
と
と
も
に
、
今
後
も
さ
ら

に
柔
軟
で
、
き
め
細
か
い
道
路
の

維
持
・
管
理
の
推
進
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
来
住
小
学
校
で
は
、
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
児

童
た
ち
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
方
々

の
ご
協
力
を
得
て
、「
蕎
麦
栽
培
」

「
ケ
ナ
フ
づ
く
り
」「
お
米
づ
く
り
」

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
つ
い
て
は
、
実
り
の
秋
に
ふ
さ

わ
し
く
、
次
の
と
お
り
収
穫
祭
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
　
月
　
日
　
　
　
時
か

ら
　
時

▼
場
所
　
市
立
来
住
小
学
校

▼
内
容
　「
そ
ば
づ
く
り
」「
お
に

ぎ
り
づ
く
り
」「
ポ
ン
ポ
ン
菓
子

づ
く
り
」「
ふ
る
さ
と
会
議
」「
模

擬
店
」「
授
業
参
観
」

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
立
来
住
小
学

校
（
　
　
２
７
３
５
）

高
齢
者
・
子
供
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

　
　
　
　
道
路
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
！

そ

ば

各
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
歩
く

関
係
者
ら

ウォーキングに関する講義も・・・
　　　　　　（ウォーキング教室から）

ニュースポーツを楽しむ参加者ら

―
―
ト
ラ
イ
！
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
―
―

―

来
住
地
区
で
「
交
通
安
全
総
点
検
」
―

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
楽
し
む
・・・

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
楽
し
む
・・・

１０

１０

２６

１１

１３

１５

２６

（月）

○６３ ―
来
住
小
学
校
―
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火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
と

な
る
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

秋
の
火
災
予
防
運
動
を
　
月
９
日

か
ら
　
日
ま
で
の
間
、
全
国
一
斉

に
行
い
ま
す
。

　
暖
房
器
具
な
ど
火
気
の
使
用
が

増
え
る
こ
の
時
季
は
、
火
災
が
多

発
す
る
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。

近
年
は
、
住
宅
火
災
に
よ
る
高
齢

者
の
死
傷
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
家
庭
や
職
場
、

地
域
で
火
の
元
の
点
検
を
行
い
、

防
火
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

　
今
年
、
小
野
市
内
で
火
災
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
消
防
本
部
で
は
、

火
災
を
一
件
で
も
減
ら
す
め
た
め

に
、
次
の
重
点
目
標
に
よ
り
、
こ

の
運
動
を
展
開
し
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

・
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢

者
夫
婦
の
み
の
家
庭
を
住
宅
防
火

診
断
し
、
防
火
安
全
指
導
を
実
施

す
る
。

★
消
火
器
事
故
防
止
対
策
の
推
進

・
老
朽
化
し
た
消
火
器
の
破
裂
に

よ
り
人
身
事
故
が
発
生
し
て
お
り

危
険
性
や
回
収
方
法
を
広
報
し
、

事
故
防
止
を
行
う
。

★
放
火
火
災
予
防
対
策
の
推
進

・
自
主
防
災
訓
練
等
を
実
施
し
、

放
火
さ
れ
な
い
町
づ
く
り
を
呼
び

か
け
る
。

☆
消
防
署
・
消
防
団
合
同
消
火
救

　
出
訓
練

▼
日
時
　
　
月
４
日
　
　
７
時
　

分
か
ら

▼
場
所
　
総
合
体
育
館

☆
サ
イ
レ
ン
一
斉
吹
鳴

▼
場
所
　
市
内
全
域

☆
小
学
生
の
防
火
作
品
の
展
示

▼
期
間
　
　
月
７
日
　
か
ら
　
日

▼
場
所
　
市
立
図
書
館

問
　
全
国
百
貨
店
共
通
商
品
券
を

い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
発
行
元

の
百
貨
店
が
倒
産
し
た
ら
使
え
な

く
な
る
の
で
す
か
？

答
　
百
貨
店
の
商
品
券
は
、
発
行

元
の
責
任
に
お
い
て
発
行
さ
れ
て

い
る
も
の
な
の
で
、
基
本
的
に
は

そ
の
百
貨
店
が
破
た
ん
し
た
ら
使

え
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
◇

　
全
国
百
貨
店
共
通
商
品
券
は
全

国
で
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
業
界

団
体
が
発
行
し
た
も
の
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
実
際
の
発
行
元
は

各
百
貨
店
で
、
共
通
商
品
券
が
利

用
さ
れ
た
百
貨
店
に
対
し
て
、
発

行
元
が
商
品
券
代
金
を
支
払
う
仕

組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
共
通
商

品
券
の
裏
面
に
は
発
行
元
に
一
定

の
事
由
が
生
じ
た
場
合
等
に
は
利

用
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
と
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
最
近
破
た
ん
し
た
大

手
百
貨
店
の
場
合
は
、
民
事
再
生

法
に
よ
る
再
建
を
前
提
と
し
て
営

業
も
継
続
し
て
お
り
、
裁
判
所
の

判
断
に
よ
っ
て
共
通
商
品
券
を
「
共

益
債
権
」
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と

に
な
り
、
ほ
か
の
百
貨
店
で
の
利

用
代
金
の
支
払
い
保
証
が
約
束
さ

れ
た
の
で
引
き
続
き
利
用
で
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、
破
た
ん
し
た
百

貨
店
が
清
算
す
る
時
は
、
法
律
で
、

商
品
券
の
額
面
の
半
分
は
所
有
者

に
戻
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
贈
答
品
と
し
て
喜
ば
れ
る
百
貨

店
の
共
通
商
品
券
で
す
が
、
使
え

な
く
な
る
と
価
値
は
半
減
し
て
し

ま
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
ビ
ー
ル
共
通
券
、
全
国

共
通
お
こ
め
券
や
図
書
券
な
ど
業

界
団
体
等
が
発
行
し
た
も
の
は
、

販
売
店
が
倒
産
し
て
も
利
用
で
き

ま
す
。

　
市
で
は
、
毎
週
水
曜
日
に
専
門

の
消
費
生
活
相
談
員
が
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
生
活
環

境
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

くら
しのそ

うだん 箱

〜
困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活

　
相
談
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
〜

重

点

目

標

週
間
中
の
主
な
行
事

全
国
統
一
防
火
標
語

『
た
し
か
め
て
。
火
を
消
し
て
か
ら
　
次
の
こ
と
』

小
野
市
統
一
防
火
標
語
（
消
防
長
賞
）

『
忘
れ
ま
い
　
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
　
火
の
こ
わ
さ
』

―
―
　
月
９
日
か
ら
　
日
―
―

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

１１

１５

家庭の消火器だいじょうぶ！家庭の消火器だいじょうぶ！

　全国で消火器の破裂による死亡事故が発生してい
ます。消火器本体（容器）が腐食していたのに気づ
かずレバーを握ったところ、容器が破裂し顔面を直
撃したものです。

◆消火器本体（容器）に錆や変形はないですか？
◆湿気や水がかかる所に置いていませんか？
　（湿気で中の粉末消火剤が固まる）
◆ホースにつまりやひび割れはありませんか？
◆容器の耐用年数は過ぎていませんか？
　（使用期限が銘板に表示してあります）

　　一度点検に出す場合や廃棄する場合は、必ず
　購入された販売店か製造元へご相談ください。
　　ご不明な点や心配の方は小野市消防本部予防
　課（　　０１１９）までご連絡ください。

注 意注 意注 意

チェックポイント

１８

１５

１１ １１

３０

１１

（水）

（日）

（日）

○６３



１３ 平成１３年　広報「おの」１１月号

　
Ｊ
Ａ
小
野
市
で
は
、
市
が
浄
谷

町
に
整
備
中
の
「
ひ
ま
わ
り
の
丘

公
園
」
内
に
、
来
園
者
の
方
々
に

市
の
特
産
品
を
提
供
で
き
る
施
設

と
し
て
、
Ｊ
Ａ
小
野
市
「
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」（
農
産
物

直
売
所
）
を
来
年
４
月
に
オ
ー
プ

ン
さ
せ
る
予
定
で
す
。

　
現
在
、
Ｊ
Ａ
小
野
市
に
お
い
て
、

そ
こ
へ
出
荷
を
さ
れ
る
方
を
募
集

中
で
す
。
市
場
出
荷
と
は
違
い
、

価
格
は
自
分
で
設
定
で
き
ま
す
。

少
量
の
農
産
物
で
も
販
売
で
き
ま

す
の
で
、
登
録
を
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
ど
な
た
で
も
販
売
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
登
録
の

お
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

Ｊ
Ａ
小
野
市
経
済
セ
ン
タ
ー
営
農

販
売
課
（
　
　
６
９
０
５
）

　
　
月
　
日
か
ら
狩
猟
が
解
禁
に

な
り
ま
す
。
猟
銃
を
所
持
す
る
方

は
、
銃
の
正
し
い
取
扱
い
を
常
に

心
が
け
、
事
故
の
発
生
防
止
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

◎
公
募
受
付
期
間

・
　
月
　
日
　
か
ら
　
月
　
日
　

　
９
時
か
ら
　
時
ま
で

・
抽
選
会
　
　
月
　
日
　
　
　
時

か
ら

◎
申
し
込
み
方
法

・
「
ア
メ
ニ
テ
ィ
く
ろ
か
わ
宅
地

　
分
譲
申
込
書
」
に
所
要
事
項
を

　
記
入
、
押
印
の
う
え
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
（
郵
送
に
よ
る
申
し

　
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）。

◎
公
募
期
間
後
の
受
付
　
先
着
順

受
付

◎
募
集
区
画
数
　
　
区
画

（
た
だ
し
、
１
か
ら
　
区
画
で
　

月
　
日
ま
で
に
停
止
条
件
の
申
し

込
み
が
あ
っ
た
区
画
は
除
く
）

◎
受
付
場
所
　
小
野
市
土
地
開
発

公
社
（
市
役
所
地
域
振
興
部
内
）

◎
分
譲
申
し
込
み
条
件

・
日
本
国
籍
を
有
す
る
方
、
ま
た

　
は
日
本
に
永
住
資
格
の
あ
る
外

　
国
人
の
方
。

・
分
譲
代
金
の
支
払
い
が
確
実
な

　
方
。

・
譲
渡
契
約
締
結
後
、
　
年
以
内

　
に
自
ら
（
家
族
等
を
含
む
）
居

　
住
す
る
た
め
の
住
宅
建
設
に
着

　
工
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
詳
細
　
小
野
市

土
地
開
発
公
社
（
　
　
１
８
８
４

直
通
）

農
業  

〜
　
世
紀
を
む
か
え
て
〜  

　

２１

○２４

Ｊ
Ａ
小
野
市

　
　「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

Ｊ
Ａ
小
野
市

　
　「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

生
産
・
販
売
農
家
　大
募
集
！

生
産
・
販
売
農
家
　大
募
集
！

生
産
・
販
売
農
家
　大
募
集
！

◎建物付（１区画）は随時受付中

一
号
地
の
み
店
舗
可

９

１

済

済済

済

済

済済済

済

済 済

済 済

済

済

済

済

済済 済 済 済 済

済 済 済 済

済済済済

済

済

済

済

済

済

済

済

済済済済済

済 済 済 済 済 済

済済済済済済

済
済

１０

１１

１２

建物付

２５

３４
３０ ２９ ２８�２７２６

３１３２�３３

２４２３２２２１２０

１４

１５

１６

１７１８

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２

黒川

えんぴつ

公園

都市計画道路（天神葉多線）
●小野保育所

●小野東幼稚園

N

区画番号

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

９�

１０�

１１�

１２�

１４�

１５�

１６�

１７�

１８

１９６　６５�

１９２　２４�

１９２　２４�

１９２　２４

１９２　２４

１９２　２５�

１９２　２５�

１９２　２４�

１９２　２４�

３１０　３０�

１９８　３６�

１９８　３７�

１９０　４６�

１８０　８０�

１８０　７９�

２０５　４０�

２０５　４０

．

．

．

．

．

．

．

．．

．

．

．

　．

．

．

．

．

．

面積（ｍ２）

２　１５４　１�

２　０７４　８�

１　８５８　１�

１　８５８　１�

１　８３７　４�

１　８５８　２�

１　８５８　２�

１　８５８　１�

２　０１２　９�

３　３１５　７�

２　１６２　２�

２　０２３　８�

２　１０６　７�

１　８３４　９�

２　１４５　４�

２　２６１　０�

２　４０４　４

．

．

．

．

．

．

．

．．

．

．

．

　．

．

．

．

．

．

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

金額（万円） 区画番号

２０�

２１�

２２�

２３�

２４�

２５�

２６�

２７�

２８�

２９�

３０�

３１�

３２�

３３

３４

建物付

１９０　４５�

１８７　６８�

１８７　６７�

１８７　６７�

１８７　６７�

１８７　６８�

２０９　６２�

２０６　６４�

２０６　６４�

２０６　６５�

２０６　６５�

２０５　７０�

２０５　７０�

２０５　７０�

１７４　６３�

１７４　６４

．

．

．

．

．

．

．

．．

．

．

．

　．

．

．

．

．

面積（ｍ２）

　．

．

．

．

．

．

．

．．

．

．

．

　．

．

．

．

．

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

金額（万円）

２　２２９　４�

２　０１５　５�

２　０１５　４�

２　０１５　４�

２　０１５　４�

２　１５６　６�

２　２３９　９�

１　９９７　２�

１　９９７　２�

１　９９７　３�

２　１６３　８�

２　２０９　１�

２　１７５　９�

２　３６３　７

２　０９１　１�

１　９４１　１

※（　）は、建物代金込みの金額〈税別〉

◎分譲価格一覧表

◎分譲区画図

第２期一般宅
地分譲開始！

（住宅メーカ
ーの指定なし

）

○６３

〜
平
成
　
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
〜

１４

（４，０７３．４）

１１

１１

１２

１１

１６

１７

１７３２
１８

１１

１０

１１

１５

１１

１３

（月）

（土）

（金）

お
知
ら
せ

狩
猟
が
解
禁
！

　
月
　
日
か
ら

１１

１５

○６３

直
売
所
の
イ
メ
ー
ジ
写
真



暮
ら
し
の
情
報

市
役
所
の
電
話
番
号
は

　
　
　
　
　
　
　
　
で
す

○６３
１
０
０
０

　
国
保
加
入
世
帯
の
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
を
　
月
１
日
で
更

新
し
ま
す
。
今
、
お
使
い
の
保
険

証
は
　
月
　
日
ま
で
で
す
。
新
し

い
保
険
証
は
、
各
世
帯
に
　
月
下

旬
に
お
送
り
し
ま
す
。
一
般
用
が

若
竹
色
、
退
職
者
用
は
白
茶
色
で

す
。

　
　
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
で

受
診
さ
れ
る
と
き
は
、
必
ず
新
し

い
保
険
証
を
窓
口
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
古
い
保
険
証
は
他
人
の

手
に
渡
ら
な
い
よ
う
に
自
宅
で
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
配
達
記
録
郵
便
で
お
送

り
す
る
た
め
、
留
守
等
で
不
在
の

場
合
は
、
郵
便
局
の
担
当
者
が
「
郵

便
物
保
管
の
お
知
ら
せ
」
を
ポ
ス

ト
に
入
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
「
通

知
書
」
を
持
っ
て
郵
便
局
へ
受
け

取
り
に
い
っ
て
い
た
だ
く
か
、
ま

た
郵
便
局
へ
電
話
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
（
連
絡
が
な
い
場
合
、
約
２

週
間
ほ
ど
経
過
す
れ
ば
市
役
所
へ

返
送
さ
れ
ま
す
）。

　
ま
た
、
マ
ル
学
の
新
し
い
保
険

証
の
更
新
に
は
、
再
申
請
が
必
要

で
す
の
で
、
新
し
く
送
ら
れ
た
保

険
証
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
再
度
マ

ル
学
証
の
交
付
申
請
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
新
し
い
保
険
証
に
記
載
さ
れ
て

い
る
方
が
転
出
し
た
り
、
勤
務
先

の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
時
、

ま
た
は
、
保
険
証
の
記
載
内
容
に

間
違
い
が
あ
る
と
き
は
、
至
急
保

険
医
療
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
社
会
保
険
な
ど
勤
務
先
の
健
康

保
険
加
入
者
の
扶
養
家
族
は
、
そ

の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
国
保
加
入
者
で
息
子

さ
ん
や
ご
主
人
な
ど
が
会
社
へ
勤

め
て
い
る
方
は
、
条
件
さ
え
満
た

し
て
い
れ
ば
、
健
康
保
険
の
被
保

険
者
と
し
て
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
勤
務
先
で
加
入
す
る
健
康
保
険

等
の
保
険
料
は
、
給
与
に
よ
っ
て

計
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
被
扶
養
者

が
何
人
加
入
し
て
も
金
額
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。

　
三
親
等
以
内
の
親
族
で
あ
る
こ

と　
一
年
間
の
収
入
金
額
が
　
歳
未

満
で
１
３
０
万
未
満
の
方
、　
歳

以
上
で
１
８
０
万
未
満
の
方

　
勤
務
先
の
認
定

　
条
件
に
合
う
と
思
わ
れ
る
時
は
、

面
倒
が
ら
ず
に
勤
務
先
の
健
康
保

険
取
扱
者
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、
市
民
課
保
険
医
療
係

（
　
　
１
４
６
９
直
通
）
ま
で
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
私
た
ち
を

守
っ
て
く
れ
る
国
保
。
そ
の
国
保

を
支
え
て
い
る
の
は
、
私
た
ち
が

納
め
る
保
険
税
で
す
。

　
忘
れ
納
め
が
気
に
な
り
ま
せ
ん

か
。
便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
で
、

納
付
に
行
く
手
間
も
省
け
、
確
実

に
納
め
ら
れ
ま
す
。
申
し
込
み
は
、

預
金
通
帳
、
通
帳
の
届
出
印
、
納

税
通
知
書
を
持
っ
て
金
融
機
関
の

窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
　
年
度
か
ら
の
介
護
保
険

制
度
の
開
始
に
伴
い
、
特
別
な
事

情
以
外
で
、
滞
納
が
続
く
と
、
従

来
か
ら
の
督
促
、
催
告
お
よ
び
滞

納
処
分
に
加
え
、
有
効
期
間
が
短

い
「
短
期
被
保
険
者
証
」
の
交
付

や
、
被
保
険
者
証
を
返
し
て
頂
き

「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
（
医
療

機
関
の
窓
口
で
か
か
っ
た
医
療
費

の
全
額
を
支
払
い
、
申
請
を
し
て

７
割
の
払
い
戻
し
を
受
け
る
）」

を
交
付
す
る
場
合
等
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い

た
め
に
も
、
保
険
税
は
必
ず
納
期

限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
災
害
等

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
納
付

が
困
難
な
場
合
は
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

平成１３年　広報「おの」１１月号

保

険

医

療

保
険
証
が

　
　
新
し
く
な
り
ま
す

１４

│
│
　
月
１
日
か
ら
│
│

１２

記
載
内
容
の
確
認
を
！

記
載
内
容
の
確
認
を
！

健
康
保
険
の
扶
養
家
族

に
な
れ
ま
せ
ん
か
？

国
民
健
康
保
険
税

納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

勤
務
先
の
健
康
保
険
の

　
　
　
加
入
に
必
要
な
条
件

特
別
な
事
情
が
な
い
の
に

　
　
　
滞
納
が
続
く
と
・
・
・
・

口
座
振
替
で
確
実
納
付

●一般用（若竹色）

●退職者用（白茶色）

１２

１１

３０

１２

１１

６０
６０

１２

○６３
○１○２○３



１５ 平成１３年　広報「おの」１１月号

　
青
々
と
緑
に
覆
わ
れ
て
い
た
大

地
も
、
冬
の
足
音
と
と
も
に
冬
景

色
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
今
ま

で
茂
み
に
隠
れ
て
い
た
ポ
イ
捨
て

ご
み
も
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ポ
イ
捨
て
ご
み

　
　
　
　
ど
こ
に
だ
れ
が

　
ポ
イ
捨
て
ご
み
は
、
家
の
玄
関

先
に
あ
り
ま
す
か
。
そ
の
反
面
、

家
の
周
囲
は
、
田
畑
の
畔
は
、
道

路
端
は
、
溝
に
は
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
ポ
イ
捨
て
ご
み
は
、
犬
で

で
も
ネ
コ
で
も
、
鳥
で
も
な
い
、

私
た
ち
人
間
の
仕
業
で
す
。

　
美
化
意
識
の
高
揚

　
市
で
は
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
得

て
、
年
に
一
度
全
市
ク
リ
ー
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
、
市
域
の
環

境
美
化
、
そ
し
て
環
境
美
化
意
識

の
高
揚
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
度
で
す
が
、
そ
の
時
は
大
変
美

し
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
自
主
的

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
人
も
多

く
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
美
し
い
景
色
は
い
つ
ま
で
も

続
い
て
く
れ
ま
せ
ん
。
ひ
ど
い
時

は
、
回
収
し
た
後
す
ぐ
捨
て
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
行
動
が

　
市
内
に
は
５
万
人
を
超
え
る
人

が
住
み
、
市
外
か
ら
も
小
野
市
を

訪
れ
、
市
域
を
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
一
人
ひ
と
り
が
ポ

イ
捨
て
に
気
を
配
り
、
ポ
イ
捨
て

し
な
け
れ
ば
、
環
境
美
化
を
推
進

で
き
る
の
で
す
。
と
い
っ
て
も
小

袋
に
入
っ
た
ご
み
を
ポ
イ
捨
て
す

る
人
は
わ
ず
か
で
す
。
タ
バ
コ
の

吸
い
ガ
ラ
、
あ
き
缶
な
ど
小
さ
い

物
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　「
チ
リ
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
」

と
い
い
ま
す
が
、
一
年
を
通
し
て

捨
て
ら
れ
た
ポ
イ
捨
て
ご
み
は
相

当
な
量
で
す
。
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
参
加
し
た
人
な
ら
お
気

付
き
で
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
、
ポ
イ
捨
て
ゴ
メ
ン
の

輪
を
拡
げ
、
と
も
に
環
境
美
化
を

図
り
ま
し
ょ
う
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ハ
ー
ト
フ
ル
・
ク
リ
ー
ン
作
戦
お
の
　○６

　
公
的
年
金
の
も
う
一
つ
の
特
徴

は
、
そ
の
時
代
そ
の
時
代
の
生
活

水
準
や
物
価
な
ど
の
変
化
に
応
じ

て
、
支
給
さ
れ
る
年
金
額
が
改
定

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ

は
賃
金
ス
ラ
イ
ド
（
裁
定
時
）
や

物
価
ス
ラ
イ
ド
と
い
っ
て
、
賃
金

上
昇
や
物
価
上
昇
に
見
合
っ
た
年

金
額
に
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
が

受
け
取
る
年
金
の
目
減
り
を
防
い

だ
り
、
現
役
世
代
に
対
す
る
実
質

水
準
を
維
持
し
た
り
す
る
た
め
の

し
く
み
で
す
。

　
急
激
な
イ
ン
フ
レ
や
物
価
上
昇

が
あ
っ
た
と
き
、
貯
蓄
や
私
的
年

金
な
ど
は
そ
の
実
質
的
な
価
値
が

下
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、

公
的
年
金
は
そ
れ
ら
の
変
動
に
対

応
し
、
安
定
し
た
収
入
を
保
障
す

る
も
の
で
す
。

Ｑ
　
老
後
の
収
入
と
し
て
は
、
公

的
年
金
よ
り
個
人
年
金
や
貯
蓄
の

ほ
う
が
有
利
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

Ａ
　
自
分
が
納
め
た
保
険
料
を
財

源
に
、
５
年
、　
年
と
い
っ
た
限

ら
れ
た
期
間
受
給
す
る
民
間
の
個

人
年
金
や
貯
蓄
と
異
な
り
、
公
的

年
金
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
支
給

さ
れ
る
こ
と
、
賃
金
ス
ラ
イ
ド
（
裁

定
時
）
や
物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
り

実
質
的
な
価
値
を
維
持
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
国
庫
負
担

が
つ
く
こ
と
な
ど
の
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
公
的
年
金
は
遠
い
将
来
の

長
い
老
後
の
生
活
保
障
を
確
実
な

も
の
と
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
個
人
年
金
や
貯
蓄
で
こ
れ

を
行
う
こ
と
は
困
難
で
す
。

　
小
野
市
く
ら
し
の
会
で
は
、「
こ

の
星
の
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
た
ち
の
詩
」

と
い
う
題
名
で
環
境
問
題
に
つ
い

て
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
講
師

の
松
本
英
揮
氏
は
、
海
外
の
環
境

へ
の
取
り
組
み
や
市
民
の
意
識
な

ど
を
知
る
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や

ア
ジ
ア
を
訪
問
し
、
自
分
が
撮
影

し
た
ス
ラ
イ
ド
写
真
と
映
写
機
を

持
参
し
て
各
地
で
講
演
活
動
を
さ

れ
て
い
ま
す
。
く
ら
し
の
会
会
員

お
よ
び
会
員
以
外
の
方
も
、
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
　
月
２
日
　
　
　
時
か

ら
　
時
　
分

▼
場
所
　
伝
統
産
業
会
館
第
１
・

２
研
修
室

▼
講
師
　
環
境
活
動
家
　
松
本
英

揮
氏
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
地
球
村
」

所
属
）

▼
参
加
費
　
無
料
（
自
由
に
入
場

で
き
ま
す
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
小
野
市
く
ら
し

の
会
事
務
局
（
生
活
環
境
課
生
活

係
・
　
　
３
３
８
７
直
通
）

ポ
イ
捨
て
　ゴ
メ
ン
！

　
　
　
み
ん
な
で
気
配
り
環
境
美
化

ポ
イ
捨
て
　ゴ
メ
ン
！

　
　
　
み
ん
な
で
気
配
り
環
境
美
化

なくそう
　ポイ捨てごみ
なくそう
　ポイ捨てごみ

ポイ
捨て

　　
やめ
て！！ポイ

捨て

　　
やめ
て！！

持ち帰り
　処分

拡げよう
ポイ捨てゴメン！！
拡げよう
ポイ捨てゴメン！！

国

民

年

金

環
境
問
題
に
つ
い
て

　
　
　
　
学
習
会
開
催

学
　
習
　
会

公
的
年
金
の
基
礎
知
識

「
安
心
」を
も
た
ら
す
公
的
年
金

●
そ
の
時
代
の
物
価
や
生
活
水
準
の

　
変
化
に
応
じ
て
給
付

（
そ
の
２
）

○４

１０

１２

１３

１５

３０

○６３

年

金

Ｑ

＆

Ａ

（日）



　
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
出
演
、
来
場

者
に
協
賛
企
業
か
ら
の
素
敵
な
賞

品
が
あ
た
る
抽
選
会
等
が
あ
り
ま

す
。

▼
日
時
　
　
月
　
日
　
　
　
時
か

ら
　
時
　
分

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
入
場
者
　
無
料

▼
出
演
　
　
中
央
保
育
所
（
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
、
花
の
日
本
さ
の
よ
い
よ

い
）、
粟
生
保
育
所
（
粟
生
太
鼓
２

０
０
１
昴
、
上
を
向
い
て
歩
こ
う
）、

東
雲
会
（
斎
太
郎
節
と
黒
田
節
、
津

軽
じ
ょ
ん
が
ら
節
合
奏
曲
）、
播
州

小
野
太
鼓
（
千
の
海
響
）、
男
声
合

唱
団
海
友
（
広
瀬
中
佐
、
暁
に
祈
る
、

同
期
の
桜
）、
シ
ル
バ
ー
ハ
ー
モ

ニ
ー
（
浜
千
鳥
、
ア
ニ
ー
ロ
ー
リ
ー
、

ほ
と
と
ぎ
す
）、
女
声
コ
ー
ラ
ス

　
ス
イ
ト
ピ
ー
（
冬
が
来
る
前
に
、

地
上
の
星
）
小
野
市
民
合
唱
団
（
ふ

る
さ
と
の
四
季
）、
ザ
・
ベ
ル
ウ
ッ

ド
（
優
し
い
風
・
君
へ
の
想
い
）、

小
野
高
校
サ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ン
ブ

ル（
紅
葉
）、
は
り
ま
ス
ト
リ
ン
グ
・

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
（
ハ
レ
ル
ヤ
、
小
さ

な
世
界
）、
テ
ン
リ
ジ
ョ
リ
ー
ソ

ワ
ー
ズ
（
ジ
ョ
ニ
ー
ビ
ー
グ
ッ
ド
、

名
探
偵
コ
ナ
ン
）、
Ｖ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｈ
Ａ

Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
（
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　）

▼
審
査
員
　
草
野
次
郎
（
兵
庫
教

育
大
学
教
授
）、
岡
崎
宏
省
（
武
庫
荘

高
校
教
諭
）、
吉
田
増
雄
（
編
・
作
曲

家
）
進
藤
京
子
（
小
野
中
学
校
教
諭
）

▼
賞
　
ひ
ま
わ
り
賞
、
や
な
ぎ
賞
、

ま
が
も
賞

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
会
館
（
　

　
１
０
２
０
）

▼
日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

（
昼
の
部
）　
時
か
ら
（
夜
の
部
）

　
時
か
ら

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
前
売
券
　
Ｓ
席
５，
５
０
０
円

Ａ
席
４，
０
０
０
円
（
当
日
券
は

各
５
０
０
円
増
し
）

▼
前
売
券
　
好
評
発
売
中

▼
前
売
券
発
売
所
　
市
民
会
館
、

河
合
会
館
、
来
住
会
館
、
市
場
会

館
、
広
渡
会
館
、
下
東
条
コ
ミ
セ

ン
、
総
合
体
育
館
、
好
古
館
、
図

書
館
、
匠
台
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

▼
曲
目
　
ふ
た
り
の
絆
（
新
曲
）・

こ
こ
ろ
酒
・
む
ら
さ
き
雨
情
・
花

の
ワ
ル
ツ
・
み
れ
ん
・
う
た
た
か

の
恋
・
雪
深
深
・
艶
姿
・
恋
絵
巻

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
会
館
（
　

　
１
０
２
０
）

　
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ
（
市
民

会
館
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
座

修
了
生
）
が
、
企
画
す
る
ラ
イ
ブ

に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
　
月
　
日
　
　
　
時
か

ら▼
仕
事
の
内
容
　
機
材
の
設
置
補

助
・
チ
ケ
ッ
ト
も
ぎ
り
・
Ｄ
Ｊ
等

▼
応
募
資
格
　
ラ
イ
ブ
に
関
心
が

有
り
、
打
ち
合
わ
せ
・
リ
ハ
ー
サ

ル
等
に
出
席
し
て
い
た
だ
け
る
方
。

▼
そ
の
他
　
無
償
を
原
則
と
し
ま

す
。

▼
申
し
込
み
方
法
　
　
月
１
日
　

か
ら
同
月
　
日
　
ま
で
に
所
定
の

申
込
用
紙
に
記
入
。
葉
書
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
も

可
。
電
話
申
し
込
み
は
不
可
。
申

込
者
多
数
の
時
は
、
抽
選
で
決
定
。

▼
申
し
込
み
　
〒
６
７
５
│

１
３

８
０
　
小
野
市
王
子
町
８
０
６
│

１
　
小
野
市
中
央
公
民
館
内
　
ク

リ
ス
マ
ス
ラ
イ
ブ
実
行
委
員
会
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
　
　
１
０
２
０
　
Ｅ
メ
ー
ル

　
　
　
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
会
館
（
　

　
１
０
２
０
）

　「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸
行

無
常
の
響
き
あ
り
…
」
悲
恋
の
ヒ

ロ
イ
ン
小
督
・
祇
王
・
横
笛
の
３

人
の
女
性
を
通
し
て
古
典
文
学
の

す
ば
ら
し
さ
に
触
れ
て
い
き
ま
す
。

祇
王
寺
等
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
、

平
家
物
語
の
世
界
を
体
験
し
て
い

き
ま
す
。

▼
日
時
　
講
義
　
　
月
４
日
、　

日
、
１
月
８
日
、　
日
、
２
月
５

日
、　
日
の
　
時
　
分
か
ら
　
時

　
分
。
現
地
研
修
　
３
月
５
日
（
市

の
バ
ス
で
出
か
け
ま
す
）　

▼
場
所
　
中
央
公
民
館

▼
定
員
　
　
人

▼
対
象
　
平
家
物
語
に
関
心
の
あ

る
成
人
の
方

▼
受
講
料
　
２，
０
０
０
円
（
た

だ
し
、
昼
食
費
・
見
学
料
等
は
各

自
負
担
）

▼
講
師
　
山
本
英
夫
氏
（
下
来
住

町
在
住
、
元
高
等
学
校
勤
務
、
国

語
国
文
専
攻
）

▼
申
し
込
み
方
法
　
　
月
１
日
　

か
ら
同
月
　
日
　
ま
で
。
所
定
の

申
込
用
紙
に
記
入
。
葉
書
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
も

可
。
電
話
申
し
込
み
は
不
可
。
申

込
者
多
数
の
時
は
、
抽
選
で
決
定
。

▼
申
し
込
み
　
〒
６
７
５
│

１
３

８
０
　
小
野
市
王
子
町
８
０
６
│

１
　
小
野
市
中
央
公
民
館
平
家
物

語
セ
ミ
ナ
ー
係
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
１
０

２
０
　
Ｅ
メ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館
（
　

　
１
０
２
０
）

　
自
分
だ
け
の
手
づ
く
り
キ
ャ
ン

１６平成１３年　広報「おの」１１月号

１１

（木）

２０

（火）

第
　
回
市
民
音
楽
祭

　
〜
広
が
る
笑
顔
と
歌
声
〜

藤
あ
や
子
新
春
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　前
売
券
好
評
発
売
中

市
　民
　会
　館

中
央
公
民
館

（
文
化
＆
ス
ポ
ー
ツ
）

昨
年
の
市
民
音
楽
祭
か
ら

１６

１１

２５

１３

１６

３０

（日）

藤　あや子 さん

１４

１３

１７

２７

（日）

○６３

○６３

○６３

○６３

若
者
企
画
事
業
　

ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ
ブ

　
　
　
ス
タ
ッ
フ
募
集

平
家
物
語
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
受
講
生
募
集

科
学
教
室
「
ク
リ
ス
マ
ス

キ
ャ
ン
ド
ル
を
つ
く
ろ
う
」

「
嵯
峨
野
の
散
策
」

受
講
生
募
集

２３

１２

１４

（日）

ｋｏ
ｍｉｎｋａｎ

＠
ｃｉｔｙ

．ｏｎｏ
．ｈｙｏ

ｇｏ
．ｊｐ

○６３

○６３

ｋｏ
ｍｉｎｋａｎ

＠
ｃｉｔｙ

．ｏｎｏ
．ｈｙｏｇｏ

．ｊｐ
）

：：

１２

１８

２２

１９

３０

１３
３５

３０

１５

１１

２０

（木）

（火）

ｓｅｅ
　ｏｆｆ，　ｃｈｅｒｒｉｅｓ

　
ｗｅｒｅ

　ｍａｄｅ
　ｆｏｒ
　ｅａｒｔｉｎｇ



１７ 平成１３年　広報「おの」１１月号

ド
ル
・
カ
ラ
フ
ル
な
キ
ャ
ン
ド
ル

お
も
し
ろ
い
形
の
キ
ャ
ン
ド
ル
・

い
ろ
ん
な
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
を
通

し
て
炎
の
正
体
を
た
し
か
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
　
月
２
日
　
　
　
時
　

分
か
ら
　
時
　
分

▼
場
所
　
中
央
公
民
館

▼
定
員
　
　
人

▼
対
象
　
小
中
学
生

▼
材
料
費
　
３
０
０
円

▼
講
師
　
小
野
自
然
写
真
の
会
の

皆
さ
ん

▼
申
し
込
み
方
法
　
　
月
１
日
　

か
ら
同
月
　
日
　
ま
で
。
所
定
の

申
込
用
紙
に
記
入
。
葉
書
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
も

可
。
電
話
申
し
込
み
は
不
可
。
申

込
者
多
数
の
時
は
、
抽
選
で
決
定
。

▼
申
し
込
み
　
〒
６
７
５
│

１
３

８
０
　
小
野
市
王
子
町
８
０
６
│

１
　
小
野
市
中
央
公
民
館
ク
リ
ス

マ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
係
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
　

１
０
２
０
　
Ｅ
メ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館
（
　

　
１
０
２
０
）

　
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
に
、
こ

ど
も
放
送
局
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

▼
日
時
　
　
月
　
日
　「
芸
術
・

芸
能
」、　
日
　「
あ
こ
が
れ
の
職

業
」
と
も
に
時
間
は
　
時
　
分
か

ら
　
時
　
分

▼
場
所
　
２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル

▼
日
時
　
　
月
　
日
　
　
　
時
か

ら▼
場
所
　
２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル

▼
料
金
　
無
料

▼
内
容
　
息
子
を
自
分
の
過
失
で

死
な
せ
て
し
ま
っ
た
か
つ
て
の
大

ス
タ
ー
、
フ
ラ
ン
ク
は
、
そ
の
罪

の
意
識
か
ら
逃
れ
ら
れ
ず
、
苦
し

い
日
々
を
送
っ
て
い
た
。
妻
の
献

身
的
な
愛
情
と
演
出
家
の
友
情
を

得
て
再
生
す
る
男
の
物
語
。

　
Ｂ
・
ク
ロ
ス
ビ
ー
、
Ｗ
・
ホ
ー

ル
デ
ン
の
間
で
ゆ
れ
る
女
心
を
表

現
し
た
Ｇ
・
ケ
リ
ー
が
ア
カ
デ
ミ

ー
女
優
賞
を
獲
得
し
た
名
作
。

▼
日
時
　
　
月
　
日
　
　
　
時
　

分
か
ら

▼
場
所
　
２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル

▼
料
金
　
無
料

▼
内
容
　
ロ
ン
ド
ン
市
内
を
飛
び

回
る
謎
の
飛
行
機
が
あ
ら
わ
れ
た
。

そ
の
騒
ぎ
の
中
モ
ロ
ア
ッ
チ
教
授

は
人
ご
み
に
ま
ぎ
れ
て
、
宝
石
店

に
入
っ
て
い
く
。
飛
行
機
は
宝
石

を
盗
み
出
す
た
め
の
モ
ロ
ア
ッ
チ

教
授
の
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
だ
っ
た

の
だ
。
偶
然
事
件
と
か
か
わ
っ
た

ホ
ー
ム
ズ
と
モ
ロ
ア
ッ
チ
教
授
と

の
宝
石
「
青
い
紅
玉
」
争
奪
戦
が

始
ま
る
。

　
絵
本
や
物
語
な
ど
の
楽
し
い
お

話
を
し
ま
す
。
途
中
か
ら
は
入
れ

な
い
の
で
時
間
に
遅
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
　
　
月
　
日
　
・
　
日
　

（
小
学
低
学
年
ま
で
）　
時
か
ら
、

（
小
学
高
学
年
以
上
）　
時
　
分
か
ら

▼
場
所
　
２
階
和
室

　
今
月
は
「
ネ
コ
と
ネ
ズ
ミ
の
お

話
」
を
展
示
し
ま
す
。

　
　
月
５
日
　
、　
日
　
、　
日
　
、

　
日
　
、　
日
　

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
所
蔵

検
索
や
予
約
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
エ
イ
ズ
の
基
本
８
回
目
。
世
界

エ
イ
ズ
デ
ー
（

　
　
　
 ）を
ご
存
知
で
す
か
。
何
と

市
制
記
念
日
と
同
じ
　
月
１
日
で

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は

た
い
へ
ん
覚
え
や
す
い
で
す
ね
。

　
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
は
、
国
連
の

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
「
エ
イ
ズ
の
感
染
抑
止

と
エ
イ
ズ
問
題
に
関
す
る
意
識
の

高
揚
」
を
目
標
に
１
９
８
８
年
に

制
定
し
ま
し
た
。
こ
の
日
の
前
後

１
週
間
ぐ
ら
い
世
界
各
国
で
世
界

エ
イ
ズ
デ
ー
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
小
野
市
で
も
平
成
　
年
度
か
ら

取
り
組
ん
で
き
た
エ
イ
ズ
教
育
（
性

教
育
）
推
進
地
域
事
業
の
一
つ
の

取
り
組
み
と
し
て
世
界
エ
イ
ズ
デ

ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
「
伝
え
よ
う
！

み
ん
な
の
心
。
届
け
よ
う
！
　
み

ん
な
の
愛
を
。
〜
メ
ッ
セ
ー
ジ
キ

ル
ト
に
思
い
を
込
め
て
〜
」
を
テ

ー
マ
に
、　
月
１
日
の
前
後
、
１

週
間
ぐ
ら
い
行
い
ま
す
。

　
市
内
の
小
・
中
・
養
護
学
校
の

み
ん
な
が
心
を
込
め
て
作
っ
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
キ
ル
ト
、
す
ば
ら
し
い

作
品
が
勢
揃
い
し
ま
す
。
き
っ
と

見
る
人
の
心
を
あ
っ
た
か
く
し
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
・・・
。

　
詳
し
く
は
、
今
月
配
布
の
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小
野
市
エ
イ
ズ
教
育
（
性
教
育
）

　
　
　
　
　
推
進
・
実
行
委
員
会

エイズの基本　

（Ｗｏｒｌｄ　ＡＩＤＳ　Ｄａｙ）
２００１　世界エイズデーキャンペーンテーマ

Ｉ　ｃａｒｅ・・・　Ｄｏ　ｙｏｕ？

世界エイズデー

図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

で
き
ま
し
た
。

　「
喝
　
　
采
」　
（
１
９
５
４
年
）

名

画

鑑

賞

会

こ

ど

も

映

画

会

こ

ど

も

放

送

局

お
　
　
話
　
　
会

今
　

月
　

の
　

本

今

月

の

休

館

日

図

書

館

　「
名
探
偵
ホ
ー
ム
ズ
」
（
　
分
）

ｈｔｔｐ：
／／ｗ
ｗ
ｗ
．ｌｉｂｒａｒｙ

．ｏｎｏ
．

ｈｙｏｇｏ
．ｊｐ

／
○６３

○６３

ｋｏ
ｍｉｎ

ｋａｎ
＠
ｃｉｔｙ

．ｏｎｏ
．ｈｙｏｇｏ

．ｊｐ
）

１２

１２

１１

１２

１３

３０

１５

３０
２０

（日）

１１

１０

（土）

１１

１４

１１

（日）

１１

１０

３０

２５

（日）

１１

１１
２６

２７

１２

１９ ２４

１４１４

４０

１０

（土）

（月）

（月）

（火）

（月）

（月） （土）

２４

１０

１５

３０

３０

（土）

１１

（木）

２０

（火）

○８

Ｗ
ｏ
ｒｌｄ
 Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

Ｄ
ａ
ｙ

４６
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前
の
日
の
疲
れ
が
次
の
日
に
も

ま
だ
残
っ
て
い
る
と
感
じ
た
事
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
目
的

に
は
仕
事
や
ス
ポ
ー
ツ
後
の
疲
労

回
復
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の

調
整
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
の

補
助
、
ス
ポ
ー
ツ
の
外
傷
・
障
害

の
予
防
と
治
療
な
ど
が
あ
り
、
誰

で
も
手
軽
に
す
る
事
が
出
来
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ス
ポ
ー
ツ

マ
ッ
サ
ー
ジ
で
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ

ン
し
よ
う

▼
日
時
　
　
月
　
日
　
　
　
時
　

分
か
ら
　
時
（
　
時
か
ら
受
付
）

▼
場
所
　
総
合
体
育
館

▼
内
容
　
ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
サ
ー
ジ

▼
講
師
　
鳥
居
　
敦
（
鳥
居
接
骨

院
院
長
）

▼
対
象
　
満
　
歳
以
上
の
方

▼
定
員
　
　
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
２，
０
０
０
円
（
資

料
代
を
含
む
）

▼
申
し
込
み
期
間
　
　
月
４
日
　

か
ら
同
月
　
日
　
必
着

▼
申
し
込
み
方
法
　
　
氏
名
　
　

年
齢
　
　
性
別
　
　
住
所
（
　
）

　
所
属
（
勤
務
先
な
ど
・
　
）
と

「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
習
会
」

希
望
と
記
入
の
う
え
、
ハ
ガ
キ
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
所
定
の
申
込
書

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
総

合
体
育
館
　
〒
６
７
５
―

１
３
７

８
　
小
野
市
王
子
町
９
１
７
―

１

（
　
　
７
０
０
０
・
　
　
７
５
６

０
）

　
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）
で
は
、

　
月
　
日
　
に
「
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
記
録
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
当
日
の
　
時
か

ら
　
時
ま
で
の
間
、
一
般
利
用
が

で
き
ま
せ
ん
。

　
ご
利
用
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
　
年
１
月
　
日

　
に
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

　
成
人
式
を
迎
え
る
人
の
中
か
ら

　
名
の
方
が
実
行
委
員
会
を
つ
く

り
、
心
に
残
る
成
人
式
に
し
た
い

と
一
生
懸
命
企
画
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
本
年
度
、
新
成
人
に
な
ら
れ
た

方
は
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
就
職
・
進
学
等
の
事
情
で
、
現

在
小
野
市
に
住
民
票
の
な
い
方
の

参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
小
野
市
に
住

民
票
の
な
い
方
（
昭
和
　
年
４
月

２
日
か
ら
　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

で
、
当
市
の
式
典
に
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、　
月
　
日
　
ま
で

に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

世
帯
主
名
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
連
絡
先
　
成
人
式
実
行
委
員
会

事
務
局
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
内
・
　
　
２
４
４
５
直
通
）

▼
日
時
　
　
月
　
日
　
　
　
時
　

分
か
ら

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
内
容

・
第
一
部
　
功
労
者
表
彰
等

・
第
二
部
　
特
別
講
演

　
　
　
　
　
　
谷
　
五
郎
氏

お
も
し
ろ
子
育
て
ト
ー
ク

　『
家
族
っ
て
な
ん
だ
』

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

・
粟
生
保
育
園
児
に
よ
る
和
太
鼓

演
奏

『
粟
生
太
鼓
　
昴
』
他

・
兵
庫
県
警
音
楽
隊
の
演
奏

▼
入
場
料
　
無
料

　（
ど
な
た
で
も
入
場
で
き
ま
す
）

▼
主
催
　
小
野
・
加
東
防
犯
協
会
、

社
交
通
安
全
協
会
、
社
自
家
用
自

動
車
協
会
、
小
野
市
、
社
町
、
滝

野
町
、
東
条
町

　
北
播
磨
県
民
局
で
は
、
県
民
の

皆
さ
ん
の
目
線
に
立
っ
た
わ
か
り

や
す
い
県
政
を
、
県
民
主
役
、
地

域
主
導
の
も
と
に
推
進
す
る
た
め
、

地
域
の
自
治
会
、
女
性
団
体
や
青

少
年
団
体
な
ど
様
々
な
団
体
や
グ

ル
ー
プ
の
集
ま
り
に
職
員
を
（
無

料
で
）
派
遣
し
、
県
の
行
政
施
策

を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
「
北

播
磨
さ
わ
や
か
県
民
局
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

▼
テ
ー
マ
　「
青
少
年
の
健
全
育

成
」「
介
護
保
険
の
基
礎
知
識
」

「
北
播
磨
地
域
の
環
境
」「
も
の
づ

く
り
と
地
域
中
小
企
業
」「
こ
れ

か
ら
の
北
播
磨
地
域
の
農
林
業
」

「
田
園
空
間
博
物
館
と
は
」「
美
し

い
花
づ
く
り
、
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
」

「
学
校
が
変
わ
り
ま
す
」「
生
涯
学

習
と
社
会
参
加
」
な
ど
　
項
目

▼
申
し
込
み
方
法
　
希
望
日
の
概

ね
１
ヶ
月
前
ま
で
に
派
遣
希
望
事

務
所
と
相
談
の
う
え
、
指
定
の
様

式
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
兵
庫
県
北
播
磨

県
民
局
企
画
管
理
部
調
整
課
（
　

０
７
９
５
　
９
３
１
６
）

総
合
体
育
館

ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
講
習
会
　受
講
生
募
集

プ
ー
ル
の
一
時
使
用
制
限

〜
そ
の
日
の
疲
れ
は

　
　
　
そ
の
日
の
う
ち
に
〜

小
野
・
加
東
住
民
大
会

〜
谷
　
五
郎
氏

来
市
〜

「
暴
力
団
追
放
・
交
通
安
全
・

　
　
　
　
青
少
年
健
全
育
成
」

催
　
　
　
し

成

人

式

多
数
の
参
加
を

　
　
お
待
ち
し
て
い
ま
す

住
民
票
の
な
い
方
も

　
　
　
　
参
加
で
き
ま
す

（
ス
ポ
ー
ツ
＆
催
し
）

ＡＭ神戸　ＯＨ！ハッピー
　モーニングのパーソナリティ

谷 　 五 郎 氏

北
播
磨
県
民
局
か
ら

北
播
磨
県
民
局
か
ら

「
北
播
磨
さ
わ
や
か
県
民
局
」
を
実
施
し
て
い
ま
す

〜
あ
な
た
の
街
に
で
か
け
ま
す
。
県
職
員
が
出
前
講
座
。〜

「
北
播
磨
さ
わ
や
か
県
民
局
」
を
実
施
し
て
い
ま
す

〜
あ
な
た
の
街
に
で
か
け
ま
す
。
県
職
員
が
出
前
講
座
〜

！！１１

１１

１３

１４

１４
１０

１７

１３

１８
１５

１７

２５

２０

３０

（日）

（祝） １１

２５

１７

１２

１３

５６

５７

２０

５１

（日）

（木）

１１

２７

３０

（火）

（日）

（日）

○１

○２

○３

○４

○５
○６２

○６３

○４２

○６２
ＦＡＸ
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平
成
　
年
度
入
園
の
わ
か
松
・

小
野
東
幼
稚
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
定
員
・
諸
条
件
は
別
表
の

と
お
り
で
す
。

▼
申
し
込
み
　
印
鑑
持
参
の
う
え
、

各
幼
稚
園
ま
た
は
学
校
教
育
課
へ
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
（
　

　
２
４
０
９
直
通
）

　
平
成
　
年
４
月
か
ら
入
所
さ
れ

る
児
童
を
募
集
し
ま
す
。
入
所
申

し
込
み
の
受
付
は
次
の
と
お
り
で

す
。

▼
日
時
・
場
所
　
日
程
表
の
と
お

り
。

▼
入
所
基
準
　
両
親
お
よ
び
同
居

親
族
が
い
ろ
い
ろ
な
理
由
に
よ
り
、

家
庭
内
で
児
童
の
保
育
が
で
き
な

い
場
合
。

※
　
障
害
を
持
つ
児
童
の
入
所
に

つ
い
て
は
、
事
前
に
福
祉
課
児
童

係
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
必
要
な
も
の
　
印
鑑
、
保
育
料

口
座
振
替
依
頼
書
、
保
育
で
き
な

い
と
い
う
証
明
書
（
勤
務
証
明
書
、

診
断
書
等
）

※
　
証
明
書
等
の
用
紙
は
、
各
保

育
所
（
園
）
ま
た
は
福
祉
課
に
あ

り
ま
す
。

▼
詳
細
　
福
祉
課
児
童
係
（
　
　

１
６
４
５
直
通
）

　
小
野
加
東
広
域
事
務
組
合
で
は

事
務
所
改
築
工
事
の
た
め
、
仮
事

務
所
へ
移
転
し
ま
す
。

▼
移
転
期
間
　
　
月
　
日
　
か
ら

平
成
　
年
３
月
ま
で
（
予
定
）

▼
移
転
場
所
　
小
野
市
農
協
下
東

条
支
所
旧
誉
田
出
張
所
（
菅
田
町

１
９
９
―

４
・
市
立
中
番
小
学
校

前
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
同
組
合
（
　
　

２
０
０
９
・
移
転
期
間
中
の
み
）

子
　
育
　
て

幼
稚
園
児
の
募
集

保
育
所（
園
）児
の
募
集

お

知

ら

せ

仮
事
務
所
へ
移
転
し
ま
す

小
野
加
東
広
域
事
務
組
合

〈別表〉

〈市内保育所（園）紹介〉

〈入所受付日程表〉

４歳児　各３５名
（平成９年４月２日～平成１０年４月１日までの出生
者で市内居住者）
５歳児　各１０５名
（平成８年４月２日～平成９年４月１日までの出生者
で市内居住者）

平成１３年１１月１日（木）～１１月１３日（火）午後５時
厳守
申込者が定員より超過した場合は、厳正な抽選
を１１月２０日（火）午前９時から行います（詳細は、
後日該当者に通知します）。

保育料　月額５，５００円　　入園料６，０００円

登園時刻　午前８時３０分
降園時刻（月曜～金曜日）午後２時

土曜日、日曜日、祝祭日、
小、中学校に準じた春休み、夏休み、冬休みが
あります。

弁当持参（月曜～金曜日）

各幼稚園の定員

募　集　期　間

保育料・入園料

登 降 園 時 刻

休　　業　　日

昼　　　　　食

※１８時以降の保育を希望される場合は、別途保育所へ申請してください。
※入所受入年齢は、おおむね２ヶ月以上です。

（すべて社会福祉法人）

保 育 所 名

亀 鶴 保 育 所

中 央 保 育 所

粟 生 保 育 所

み や ま 保 育 園

下東条中央保育園

下東条西保育所

小野ひまわり保育所

白 百 合 保 育 園

市 場 保 育 園

北 辰 保 育 園

光 明 保 育 所

小 野 保 育 所

育 ヶ 丘 保 育 所

来 住 保 育 所

場 　 所

北 辰 保 育 園

白百合保育園

小野ひまわり保育所

下東条中央保育園

みやま保育園

下東条西保育所

市 場 保 育 園

中 央 保 育 所

亀 鶴 保 育 所

来 住 保 育 所

育ヶ丘保育所

小 野 保 育 所

粟 生 保 育 所

光 明 保 育 所

福 祉 課

時 　 間

９時から１２時

１３時３０分から１６時３０分

９時から１２時

１３時３０分から１６時３０分

９時から１２時

１３時３０分から１６時３０分

９時から１２時

１３時３０分から１６時３０分

９時から１２時

１３時３０分から１６時３０分

９時から１２時

１３時３０分から１６時３０分

９時から１２時

１３時３０分から１６時３０分

８時３０分から１７時

日　時

１１月１９日（月）

１１月２０日（火）

１１月２１日（水）

１１月２２日（木）

１１月２６日（月）

１１月２７日（火）

１１月２８日（水）

１１月２９日（木）

～１２月７日（金）

住 所

河合中町

新 部 町

粟 生 町

中 谷 町

小 田 町

住 吉 町

広 渡 町

敷 地 町

市 場 町

高 田 町

神 明 町

黒 川 町

育ヶ丘町

下来住町

開所時間

７時から１９時

７時から１９時

７時から１９時

７時から１９時

７時から１９時

７時から１９時

７時から１９時

７時から１９時

７時から１９時

７時から１９時

７時から２０時

７時から１９時

７時から１９時

７時から１９時

電話番号

６６－７８０８

６６－２９４４�

６６－５９４７�

６７－０１５８�

６７－０２５０�

６７－０３１２�

６２－５１２９�

６２－２８２３�

６２－２０４４�

６２－２８６５�

６２－６９６９�

６２－２８８１�

６３－７０１０�

６２－４０８０

定員

９０�

９０�

９０�

６０�

１２０�

９０�

６０�

９０�

９０�

９０

１２０�

２００�

９０�

１２０

元
気
に
遊
ぶ
園
児
た
ち

　（
昨
年
の
サ
ッ
カ
ー
大
会
か
ら
）

１４

１４

○６２

○６２

（月）

１０

１４

２９

○６７



２０平成１３年　広報「おの」１１月号

　
平
素
は
源
泉
徴
収
事
務
お
よ
び

法
定
調
書
の
作
成
に
当
た
り
、
何

か
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
年
末
調
整
関
係
お
よ
び
法
定
調

書
関
係
用
紙
に
つ
き
ま
し
て
は
、

従
来
か
ら
支
給
人
員
に
応
じ
た
枚

数
や
必
要
見
込
枚
数
を
封
入
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
各
企
業
に
お
け

る
機
械
化
の
進
展
や
行
政
事
務
の

合
理
化
の
必
要
性
等
に
よ
り
、
本

年
か
ら
封
入
枚
数
を
一
律
に
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
枚
数
に
不
足
の
あ
る
方
に
つ
き

ま
し
て
は
、
同
封
の
コ
ピ
ー
用
原

稿
を
使
用
し
て
、
必
要
枚
数
を
コ

ピ
ー
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
用
紙
に
つ
い

て
従
来
ど
お
り
の
交
付
を
ご
要
望

さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
こ
と
を
考

慮
し
、　
月
以
後
、
社
税
務
署
の

法
人
課
税
第
１
部
門
源
泉
担
当
、

ま
た
は
個
人
課
税
第
１
部
門
資
料

担
当
の
窓
口
で
交
付
す
る
ほ
か
、

年
末
調
整
説
明
会
の
会
場
等
に
お

い
て
も
、
お
渡
し
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
平
成
　
年
分
給
与
に
か
か
る
年

末
調
整
の
留
意
事
項
や
、
給
与
支

払
報
告
書
・
法
定
調
書
の
記
載
方

法
等
に
つ
い
て
、
法
人
や
事
業
主

の
方
々
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

▼
日
時
　
　
月
　
日
　
　
　
時
　

分
か
ら

▼
場
所
　
伝
統
産
業
会
館

　
納
税
者
の
方
々
か
ら
の
要
望
に

お
応
え
し
て
、
平
成
　
年
１
月
か

ら
使
用
す
る
所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
新
し
く
し
ま
し
た
。

▼
様
式
を
２
種
類
に

　
　
現
在
の
６
種
類
あ
る
申
告
書

　
を
２
種
類
に
統
合
し
ま
し
た
。

▼
用
紙
が
２
枚
に

　
　
裏
面
か
ら
表
面
へ
の
転
記
の

　
煩
わ
し
さ
を
改
善
し
ま
し
た
。

▼
用
紙
が
Ａ
４
サ
イ
ズ
に

　
　「
用
紙
が
扱
い
に
く
い
」
と

　
い
う
声
に
お
答
え
し
ま
し
た
。

▼
記
載
欄
を
整
理

　
　
申
告
書
の
小
さ
い
文
字
の
説

　
明
文
や
計
算
式
を
整
理
し
、
見

　
や
す
い
様
式
に
し
ま
し
た
。

▼
分
離
課
税
用
な
ど
が
別
表
に

　
　
申
告
書
の
統
合
に
よ
り
、
分

　
離
課
税
用
申
告
書
・
損
失
申
告

　
書
等
を
別
表
に
し
ま
し
た
。

▼
詳
細
　
社
税
務
署
（
　
０
７
９

５
　
８
２
０
４
）

●
今
月
の
納
税

市
税
第
６
期
（
　
月
分
）

・
市
県
民
税

・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

・
国
民
健
康
保
険
税

▼
納
期
　
　
月
　
日
　
ま
で

　
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
を

　
　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
詳
細
　
税
務
課

　
平
成
　
年
新
年
交
歓
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
希
望
者
は
、　
月
　
日
　

か
ら
　
月
７
日
　
ま
で
の
間
に
、

所
定
の
用
紙
に
よ
り
、
会
費
を
添

え
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
平
成
　
年
１
月
７
日
　

　
　
時
開
会

▼
場
所
　
伝
統
産
業
会
館
大
研
修

室▼
会
費
　
３，
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
　
総
務
課
（
秘
書
担

当
）、
ま
た
は
商
工
会
議
所

▼
詳
細
　
総
務
課
（
秘
書
担
当
）

（
　
　
１
０
０
２
直
通
）

　
次
の
戦
傷
病
者
等
の
妻
の
方
に

特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
　
平
成
５
年
４
月
２
日
以

降
に
戦
傷
病
者
等
と
婚
姻
さ
れ
た

妻
、
ま
た
は
同
日
以
降
に
、
重
症

に
よ
り
第
５
款
症
以
上
の
戦
傷
病

者
等
と
な
っ
た
方
の
妻
で
あ
っ
て
、

平
成
　
年
４
月
１
日
に
お
い
て
傷

病
者
等
で
あ
る
夫
が
第
５
款
症
以

上
の
増
加
恩
給
等
を
受
け
て
い
た

方
〈
額
面
　
万
円
（
軽
症
者
半
額
）

５
年
償
還
の
国
債
〉。

　
平
成
８
年
５
月
に
最
終
償
還
を

迎
え
た
傷
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す

る
特
別
給
付
金
の
受
給
権
を
取
得

し
た
妻
で
あ
っ
て
、
戦
傷
病
者
等

で
あ
る
夫
が
平
成
５
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
８
年
９
月
　
日
ま
で
の

間
に
公
務
傷
病
以
外
の
原
因
に
よ

り
死
亡
（
平
病
死
）
さ
れ
た
方

（
額
面
５
万
円
、
５
年
償
還
の
国

債
）。

▼
請
求
期
間
　
平
成
　
年
　
月
１

日
か
ら
平
成
　
年
９
月
　
日
ま
で

で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
長
寿
福

祉
係
（
　
　
１
０
１
１
直
通
）

最低工賃のお知らせ

社
税
務
署
か
ら

お

知

ら

せ

（
お
知
ら
せ
＆
募
集
）

年
末
調
整
・
法
定
調
書
関
係

用
紙
等
に
関
す
る
お
願
い

所
得
税
の
確
定
申
告
書
が

　
　
　
新
し
く
な
り
ま
す
！

年
末
調
整
説
明
会
を

　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

１１

１３

１４

１２
１４

１４

１１

１１

１１

１１

３０

１３

３０

（金）

（金）（月）

（金）

１１

１５

３０
３０

１３

１３

１６

１０

３０

３０

（金）

市
税
務
課
か
ら

○４２

○６３

平
成
　
年

新
年
交
歓
会

１４

戦
傷
病
者
等
の

　
　
　
　
妻
の
方
へ

○６３

　平成１３年９月２６日より、兵庫県電気機械器具製造業最
低工賃改正となりました。
　部品１個または１端子につき、右記の表の工賃額以上
でなければなりません。
　詳しくは、最寄りの労働基準監督署または兵庫労働局
賃金課（　０７８－３６７－９１５４）へお問い合わせください。

最低工賃のお知らせ最低工賃のお知らせ
－兵庫労働局－

業　務 規　　格 金　額

印
刷
回
路
基
板
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス

（
リ
ー
ド
コ
ネ
ク
タ
ー
）

２端子（足）の部品
について行うもの

部品の差し

部品の差し、
曲げ及び切り

ハウジング入れ
（カプラー差し）

１個につき

５０センチメートル以下の
　電線について行うもの

５０センチメートルを超え
　る電線について行うもの

９０銭

１個につき

１円３５銭

１端子につき

５０銭

１端子につき

５５銭



２１ 平成１３年　広報「おの」１１月号

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

し
た
場
合
、
契
約
日
か
ら
２
週
間

以
内
に
当
市
を
経
由
し
て
知
事
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
国
土
利
用
計
画
法
）

▼
届
出
が
必
要
な
面
積

市
街
化
区
域

　
　
２，
０
０
０
　
以
上

市
街
化
調
整
区
域

　
　
５，
０
０
０
　
以
上

都
市
計
画
区
域
外

　
　
１
０，
０
０
０
　
以
上

▼
問
い
合
わ
せ
　
兵
庫
県
　
土
地

対
策
室
（
　
０
７
８
―

３
４
１
―

７
７
１
１
）、
小
野
市
ま
ち
づ
く

り
課
（
　
　
１
８
８
４
）

▼
日
時
　
　
月
　
日
　
・
　
日
　

　
　
時
か
ら
　
時
（
　
日
は
　
時

　
分
ま
で
）

▼
場
所
　
加
古
川
刑
務
所
体
育
館

お
よ
び
周
辺
（
加
古
川
市
加
古
川

町
大
野
１
５
３
０
・
Ｊ
Ｒ
加
古
川

線
日
岡
駅
下
車
徒
歩
　
分
）

▼
内
容
　
　
刑
務
所
作
業
製
品
の

展
示
即
売
（
応
接
セ
ッ
ト
、
木
工

家
具
、
漆
器
、
花
台
、
紳
士
靴
、

婦
人
靴
、
陶
器
、
味
噌
、
醤
油
、

野
菜
な
ど
）、
　
矯
正
活
動
の
紹

介
、
　
各
種
模
擬
店
、
　
シ
ル
バ

ー
ト
ー
ン
ズ
に
よ
る
生
バ
ン
ド
演

奏
、
和
太
鼓
、
鼓
笛
演
奏
、
　
協

賛
業
者
の
即
売

▼
問
い
合
わ
せ
　
加
古
川
刑
務
所

作
業
課
（
　
０
７
９
４
　
３
４
８

４
）

◎
附
属
幼
稚
園

　〈
３
年
保
育
（
３
歳
児
）〉

▼
募
集
人
員
　
　
人

▼
出
願
期
間
　
　
月
　
日
　
か
ら

同
月
　
日

▼
書
類
審
査
結
果
発
表
・
抽
選
日

　
月
　
日

　〈
２
年
保
育
（
４
歳
児
）〉

▼
募
集
人
員
　
　
人

▼
出
願
期
間
　
　
月
　
日
　
か
ら

同
月
　
日

▼
書
類
審
査
結
果
発
表
・
抽
選
日

　
月
　
日

◎
附
属
小
学
校

▼
募
集
人
員
　
１
０
８
人
（
う
ち

約
　
人
程
度
は
附
属
幼
稚
園
の
修

了
者
を
も
っ
て
充
て
る
予
定
）

▼
説
明
会
　
　
月
　
日
　
　
　
時

　
分
か
ら

▼
出
願
期
間
　
平
成
　
年
１
月
７

日
　
か
ら
同
月
　
日

▼
書
類
審
査
結
果
発
表
・
抽
選
日

平
成
　
年
１
月
　
日
　

◎
附
属
中
学
校

▼
募
集
人
員
　
１
２
０
人
（
う
ち

約
　
人
程
度
は
附
属
小
学
校
の
卒

業
生
を
も
っ
て
充
て
る
予
定
）

▼
説
明
会
　
　
月
１
日
　
　
　
時

　
分
か
ら

▼
出
願
期
間
　
平
成
　
年
１
月
　

日
　
か
ら
同
月
　
日

▼
書
類
審
査
結
果
発
表
・
抽
選
日

平
成
　
年
１
月
　
日
　

※
出
願
資
格
等
の
詳
細
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
選
考
方
法
は
、
と
も
に
書
類
審

査
お
よ
び
抽
選
（
出
願
者
数
が
募

集
人
員
を
下
ま
わ
る
と
き
は
抽
選

を
行
い
ま
せ
ん
）。

▼
問
い
合
わ
せ
　
附
属
幼
稚
園
・

小
学
校
事
務
室
（
　
０
７
９
５
　

２
２
１
８
）、
附
属
中
学
校
事
務

室
（
　
０
７
９
５
　
２
２
２
４
）

土
地
取
引
の
届
出
を

　
　
　
お
忘
れ
な
く
！

平
成
　
年
度
兵
庫
教
育
大
学

学
校
教
育
学
部
附
属
幼
稚
園
・

　
　
　
　
小
学
校
・
中
学
校

園
児
・
児
童
・
生
徒

第
　
回

加
古
川
矯
正
展

　
（
刑
務
作
業
製
品

　
　
　
　
展
示
即
売
会
）

２０

１４

お気軽にご相談ください
市民相談　　生活上の問題

◇と　き　毎週月～金曜日　８時３０分～１７時
◇ところ　市役所市民サービス課

交通事故相談　　事故処理などに関する問題【予約制】
◇と　き　１１月２２日（木）　１０時３０分～１６時
◇ところ　市役所市民サービス課

法律相談　　法律的解釈が必要な問題など【予約制】
◇と　き　１１月１４日（水）　１３時３０分～１６時
　　　　　１１月２８日（水）　１３時３０分～１６時
◇ところ　市役所市民サービス課

人権行政相談　　人権や行政に関することなど
◇と　き　１１月２１日（水）　１３時３０分～１５時３０分
◇ところ　中央公民館３０２号

消費生活相談　　商品や契約の苦情に関する問題
◇と　き　毎週水曜日　９時～１７時
◇ところ　市役所生活環境課

不登校児童生徒の悩み相談　　電話と面接相談で応じます
◇と　き　毎週月～金曜日　１３時～１７時
◇ところ　教育委員会適応教室

児童相談　　家庭環境、子育ての悩みなど
◇と　き　毎週月～金曜日　１０時～１６時
◇ところ　福祉事務所面接室

農地相談　　農地に関すること【予約制】
◇と　き　１１月１４日（水）　１０時～１５時
◇ところ　市役所第２庁舎第２会議室

母子家庭相談　　生活上の悩みなど
◇と　き　毎週火・金曜日　１０時～１６時
◇ところ　福祉事務所面接室

◇と　き　１１月１８日（日）　１０時～１２時
◇ところ　中央公民館３０４号室

身体障害者相談　　日常生活での悩みごと

◇と　き　１１月１５日（木）　１０時～１２時
◇ところ　老人福祉センター「みやま荘」

知的障害者相談　　知的障害、日常生活上の悩みごと

乳幼児育児不安の相談　　乳用児の子育ての悩みなど
◇と　き　毎週月～金曜日　１０時～１５時
◇ところ　来住保育所（子育てゆとり創造センター）　６２－８４２８

住宅改造相談（高齢者・障害者向）　住宅改造について【予約制】
◇と　き　毎週月～金曜日　８時３０分～１７時
◇ところ　福祉事務所面接室

ふれあい福祉相談　　福祉に関する悩みなど
◇と　き　毎週月～金曜日（火・木曜日は介護専門相談）１０時～１５時
◇ところ　老人福祉センター相談室　　６３－２５７４

生涯学習相談　　個々に応じた学習の場の提供
◇と　き　毎週火～日曜日　８時３０分～１７時（土曜日は12時まで）
◇ところ　中央公民館事務所（学習情報センター）

子育て相談　　子育てに関すること
◇と　き　毎週火～土曜日　１３時～１５時（土曜日は１０時～１２時まで）
◇ところ　中央公民館３０１号（子育て学習センター）　６２－７０２０

青少年の悩みの相談　　非行・いじめ・交友関係など
◇と　き　毎週月～金曜日　８時３０分～１７時（電話と面接相談）
◇ところ　教育委員会青少年補導センター　　６２－４１１０

ｍ２ ｍ２

ｍ２

○６３

○２４

お

知

ら

せ

募

　

　

集

（土）

１１

１０

１６

１８

１５

１５

２０１１

１１

１９

２１

３０

１７

（日）

（１）

（２）

（３）

（５）

（４）

（月）

（水）

２８

（水）

５０

６０９０
３０

１１

１１

１９

２１

（月）

（水）

２８

２１

（水）
１１

１１
１２

１３

１４

１４

１４

１４

１５
１３

３０

３０

（金）
（金）

１８

（金） （月）

２５

（金）
（土）

（火） （月）

１８

○４０

○４０



２２平成１３年　広報「おの」１１月号

（
医
療
と
健
康
）

▼
日
時
　
　
月
　
日
　
　
　
時
　

分
か
ら
　
時

▼
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
◎
講
話
「
痴
呆
症
の
方

の
介
護
の
工
夫
」
◎
情
報
交
換
会
、

肩
こ
り
予
防
体
操

▼
講
師
　
　
市
福
祉
公
社
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所
長

▼
対
象
者
　
痴
呆
症
の
方
を
介
護

さ
れ
て
い
る
方

▼
参
加
料
　
無
料

▼
申
し
込
み
　
　
月
　
日
　
ま
で

に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
赤
ち
ゃ
ん
は
眠
た
い
時
間
な
の

に
私
達
の
た
め
に
一
生
懸
命
笑
っ

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
今
日
、

ふ
れ
あ
い
体
験
に
行
っ
て
「
私
に

も
こ
ん
な
か
わ
い
い
こ
ろ
が
あ
っ

た
ん
だ
な
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
赤
ち
ゃ
ん
は
丸
く
て
や
わ
ら
か

く
て
、
あ
っ
た
か
く
て
、
す
ご
く

か
わ
い
か
っ
た
で
す
。
で
も
私
達

は
、
ま
だ
子
育
て
の
大
切
さ
を
知

ら
な
い
か
ら
、
か
わ
い
い
で
終
わ

る
け
ど
、
今
日
少
し
だ
け
ど
、
お

母
さ
ん
の
大
変
さ
が
分
か
り
ま
し

た
。
夜
何
回
も
お
こ
さ
れ
て
、
お

ち
ち
を
や
っ
た
り
、
あ
ぶ
な
い
も

の
を
の
け
て
、
つ
ね
に
見
は
っ
て

い
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

お
母
さ
ん
が
い
た
か
ら
、
赤
ち
ゃ

ん
が
４
か
月
ま
で
大
き
く
な
れ
て
、

私
が
　
歳
ま
で
大
き
く
な
れ
た
の

で
す
。
お
母
さ
ん
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
、
か
わ
い

い
そ
の
子
を
大
事
に
育
て
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

　
離
乳
食
作
り
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
。
赤
ち
ゃ
ん
が
い
ろ
い
ろ
な
食

物
に
慣
れ
、
何
で
も
上
手
に
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す

る
の
が
離
乳
食
で
、
発
育
に
合
わ

せ
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
一
回
量
の
目
安
、
味
つ
け
や

固
さ
な
ど
、
作
る
こ
と
、
食
べ
る

こ
と
を
体
験
し
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
参
加
者
の
方
た
ち
と
栄

養
士
、
保
健
婦
で
、
食
材
を
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
に
、
育
児
交
流
を
図
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
日
程
・
詳
細

等
は
広
報
「
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」

（
左
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
早
期
発
見
は
、
年
１
回
の
定
期

検
診
と
月
１
回
の
自
己
検
診
が
大

切
で
す
。

●
検
診
日
程
　
　
月
　
日
　
、
１

月
　
日
　
、
２
月
　
日
　
、
３
月

　
日
　

　
子
ど
も
の
湿
疹
や
ア
ト
ピ
ー
性

皮
ふ
炎
で
お
困
り
の
お
母
さ
ん
方
、

日
ご
ろ
の
悩
み
や
心
配
ご
と
を
、

話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
内
容
　
第
１
回
（
　
月
　
日
　
）

「
ア
ト
ピ
ー
性
皮
ふ
炎
っ
て
な
あ

に
」
小
児
科
医
師
、
交
流
会
、
個

別
相
談

　
第
２
回
　「
ア
ト
ピ
ー
っ
子
の

お
や
つ
作
り
」
栄
養
士

　
第
３
回
「
親
子
一
緒
に
ス
ト
レ

ス
解
消
」
心
理
相
談
員

▼
対
象
者
　
乳
幼
児
と
保
護
者

▼
場
所
　
社
健
康
福
祉
事
務
所

▼
時
間
　
　
時
　
分
か
ら
　
時
　

分▼
申
し
込
み
　
社
健
康
福
祉
事
務

所
保
健
指
導
課
（
　
０
７
９
５
　

９
３
６
７
）

予

約

受

付

中

！

〜
　
歳
か
ら
対
象
年
齢
〜

３０

１１

２７

１４

１３

１５

３０

１１

２０

（火）

（火）

２２

１３

１５

３０

３０

１１

（木）

〜
痴
呆
症
の
方
の
介
護
者
の
つ
ど
い
〜

ほ

ほ

え

み

交

流

会

ほ

ほ

え

み

交

流

会

ち
ほ
う

○４２

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
少
子
化
、
核
家
族
化
が
進
む
な
か
、
日
常
生
活
の
中
で
乳
幼
児
と
接
す

る
機
会
が
少
な
く
な
っ
た
中
学
生
に

”命
の
尊
さ
“
を
感
じ
て
も
ら
お
う

と
始
め
た
体
験
学
習
も
９
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
年
も
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
市
内
４
中
学
校
の
生
徒
　
名
、
１
小
学

校
の
　
名
、
養
護
学
校
か
ら
３
名
が
４
か
月
児
健
診
や
離
乳
食
教
室
等
に

参
加
し
ま
し
た
。

３９

２０体
験
学
習
に
参
加
し
て

「
赤
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
へ
」

水
池
久
美
子
さ
ん

（
小
野
中
３
年
）

”命
の
尊
さ
“
を
感
じ
て
・
・
・

”命
の
尊
さ
“
を
感
じ
て
・
・
・

思
春
期
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習

離
乳
食
教
室

（財）

１２

１２

３０

１８

２０

（水）

（水）

（月）

（水）



２３ 平成１３年　広報「おの」１１月号

◎各教室、健診にお越しの時は、母子健康手帳をご持参ください。

★母子健康手帳交付
◇平日８時３０分～１６時３０分　＝保健センター
　窓口で随時行います。妊娠連絡票をご持参ください。

★４か月児健康診査
◇１１月１９日　１３年７月生まれの乳児
　受付時間　１３時～１４時３０分　＝保健センター

★離乳食教室
◇１１月２９日　１３年５月生まれの乳児の保護者
　９時３０分～１１時３０分（９時３０分までにお越しください）
　＝保健センター
（取り皿･スプーン･エプロン･三角巾持参）
　お子様を連れてこられても結構です。

★１歳６か月児健康診査
◇１１月５日　１２年５月生まれの幼児
◇１２月３日　１２年６月生まれの幼児
　受付時間　１３時～１４時３０分　＝保健センター
　（歯を磨いて行きましょう！ 事前にアンケート用紙を送付
　します。お手元にない方は保健センターへご連絡ください）

★２歳児教室
◇１１月１２日　１１年１０月生まれの幼児
◇１２月１０日　１１年１１月生まれの幼児
　９時４５分～１１時３０分＝保健センター
（１０時までにお越しください）
（子ども用歯ブラシ・タオル・コップ持参）

★３歳児健康診査
◇１１月１３日　１０年９月生まれの幼児
　受付時間　１３時～１４時３０分　＝保健センター
（事前にアンケート用紙を送付します。お手元にない方は
　保健センターへご連絡ください）
（歯を磨いて行きましょう）

★ぼくとわたしの性教育
◇１２月７日　９年１２月・１０年１月・２月・３月生まれの幼児の
　　　　　　保護者
　受付時間　１０時～１１時３０分　＝保健センター

★母子健康相談&プレイルーム
◇１１月１５日　受付時間　９時３０分～１０時３０分
　＝保健センター

★こころの相談
◇１１月２６日　１３時～１４時　＝社健康福祉事務所
　　　　　　　　　　　　　　（社保健所）〈予約制〉

★一般健康相談
◇１１月２日・９日・１２月７日　１３時～１４時
　＝社健康福祉事務所　〈予約制〉
　　（社保健所）

★ＨＩＶ（エイズ）抗体検査
◇１１月１日・８日・１２月６日　１１時～１２時
　　＝社健康福祉事務所〈予約制〉（無料・匿名で受けることができます）
　　　　（社保健所）　　

★ネコの引き取り
◇１１月５日・１９日・１２月３日　８時３０分～１０時　
　　＝保健センター

★診療時間は、午後６時から午後９時です。

★当番医は変更することがありますので、消防テレホンサービス（　　７１１９）

　または、消防署（　　０１１９）で確認してください。

★診療時間は、午前９時から午後６時までです。

★当番医は変更することがありますので、当日の新聞で確認してください。

当 番 医

畑田内科医院

柏 木 医 院

坪 田 医 院

田中内科医院

国立青野原病院

小野寿仙病院

田 渕 医 院

松本小児科医院

坂 本 医 院

伊 佐 治 医 院

田中内科医院

小野寿仙病院

曽 野 医 院

赤 羽 目 医 院

依 藤 診 療 所

育が丘クリニック

藤本内科医院

松 尾 内 科

町立東条診療所

復 井 診 療 所

岡田内科医院

岡 村 医 院

松 尾 内 科

国立青野原病院

月　日

１１月１２日（月）

　　　１３日（火）

　　　１４日（水）

　　　１５日（木）

　　　１６日（金）

　　　１７日（土）

　　　１９日（月）

　　　２０日（火）

　　　２１日（水）

　　　２２日（木）

　　　２４日（土）

　　　２６日（月）

　　　２７日（火）

　　　２８日（水）

　　　２９日（木）

　　　３０日（金）

１２月　１日（土）

　　　　３日（月）

　　　　４日（火）

　　　　５日（水）

　　　　６日（木）

　　　　７日（金）

　　　　８日（土）

　　　１０日（月）

住　所

黒 川 町

船 木 町

西 本 町

新 部 町

南 青 野

復 井 町

加東郡滝野町新町

加東郡社町社

加東郡社町上中３丁目

神 明 町

新 部 町

復 井 町

加東郡社町東古瀬

加東郡滝野町北野

本 町

樫 山 町

加東郡社町社

黒 川 町

加東郡東条町新定

復 井 町

市 場 町

敷 地 町

黒 川 町

南 青 野

電　話

　７５７５

　０１９９

　２７５２

　３４５６

　２２３３

　２０２０

０７９５　０１６０

０７９５　５１０５�

０７９５　６６６０

　７８８７

　３４５６

　２０２０�

０７９５　６２９９�

０７９５　５０５８

　００２８�

　８１１２

０７９５　００２４

　０８８０

０７９５　００４８

　７３１８

　７３６６

　４３００

　０８８０

　２２３３

まつい子どもクリニック

公立社総合病院

ますむら医院

小野市民病院

田 渕 医 院

武田整形外科

小野市民病院

公立社総合病院

坂 本 医 院

小野市民病院

松本小児科医院

公立社総合病院

敷 地 町

加東郡社町家原

加東郡滝野町上滝野

中 町

加東郡滝野町新町

加東郡滝野町下滝野

中 町

加東郡社町家原

加東郡社町上中３丁目

中 町

加東郡社町社

加東郡社町家原

　 ７３６６

０７９５　５５１１

０７９５　０７０４

　 ２０２０

０７９５　０１６０

０７９５　５３５５�

　 ２０２０

０７９５　５５１１

０７９５　６６６０

　 ２０２０

０７９５　５１０５

０７９５　５５１１

内科系週日時間外救急医療診療（  　　　　）

休日当直医 （１０日までの分は前月号に掲載）

１０日までの分は
前月号に掲載

月　日 住　所 電　話当番医
上・内科医

下・外科医

○６３
○６３

○６３

○４８

○６３

○４８

○４２

○４２

○６３

○４２

○４８

○６３

○４２

○４２

○６６

○６３

○６６

○４２
○４８

○６６

○６７

１１月1１日（日）

１１月１８日（日）

１１月２３日（祝）

１１月２５日（日）

１２月 ２ 日（日）

１２月 ９ 日（日）

○４２

○４２

○４２

○４６

○４８

○６６

○６４

○６２

○６３

○６６
○６４

○６２
○６２

○６６

○６３

○６６

保健センター
３９７７○６３

○６２
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人　口　５０，４４４人（前月比＋２１人）
　男　　２４，７４９人　　　　女　　２５，６９５人
世帯数　１６，３３９世帯　　面　積　９３．８４

１０月１日現在

ｋｍ
２

〈編集・発行〉小野市総務部市民サービス課

　
せ
み
の
賑
や
か
な
鳴
き
声
も
、

鈴
虫
の
涼
し
げ
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
に

変
わ
り
、
秋
を
感
じ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
９
月
　
日
に
は
長

野
県
の
諏
訪
湖
一
周
ウ
ォ
ー
ク
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
到
着
し
た

日
に
は
、
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
市

民
協
議
会
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
拍

手
に
包
ま
れ
盛
大
な
歓
迎
を
受
け

ま
し
た
。
大
会
当
日
は
快
晴
に
恵

ま
れ
、
遠
く
富
士
山
を
望
み
な
が

ら
気
持
ち
よ
く
歩
く
こ
と
が
で
き
、

美
し
い
自
然
と
人
に
ふ
れ
あ
え
た
、

ま
さ
に
ハ
ー
ト
フ
ル
な
２
日
間
で

し
た
。

　
一
方
、
小
野
市
で
は
個
人
個
人

が
好
き
な
時
間
帯
で
自
由
に
自
分

の
コ
ー
ス
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る

「
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
」

と
な
り
ま
し
た
。
当
日
の
９
月
　

日
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

タ
ン
プ
を
押
し
に
、
総
合
体
育
館

（
ア
ル
ゴ
）・
匠
台
公
園
体
育
館
（
お

の
ア
ク
ト
）
に
、
約
　
名
の
方
が

来
館
さ
れ
ま
し
た
。
お
勧
め
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
大
部
地

区
、
小
野
東
地
区
周
辺
の
約
４
　

コ
ー
ス
を
設
定
、
皆
さ
ん
元
気
よ

く
「
い
っ
て
き
ま
ー
す
！
」
と
出

発
さ
れ
ま
し
た
。

　
個
人
や
仲
間
で
そ
れ
ぞ
れ
楽
し

ま
れ
た
９
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
デ
ー
で
し
た
。

　
秋
も
深
ま
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
は
最
適
の
季
節
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　
　
月
に
は
下
東
条
地
区
を
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
し
ま
す
。
久
し
ぶ
り
の

地
区
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
ウ
ェ
ル
ビ
ー
君
と
ハ
ッ

ピ
ー
ち
ゃ
ん
も
首
を
長
く
し
て
待

っ
て
い
ま
す
よ
！

▼
集
合
場
所
　
市
民
研
修
セ
ン
タ

ー
（
コ
ミ
セ
ン
）
の
グ
ラ
ン
ド

▼
日
時
　
　
月
　
日
　
　
　
時
か

ら▼
連
絡
　
駐
車
場
が
少
な
い
の
で

で
き
る
だ
け
歩
い
て
集
ま
っ
て
く

だ
さ
い
。

総
宣
言
者
数
　
　
３，
７
３
８
名

１
０
０
万
歩
賞
　
８
８
６
名

２
０
０
万
歩
賞
　
３
３
０
名

３
０
０
万
歩
賞
　
２
０
９
名

４
０
０
万
歩
賞
　
１
４
７
名

５
０
０
万
歩
賞
　
　
　
　
名

６
０
０
万
歩
賞
　
　
　
　
名

７
０
０
万
歩
賞
　
　
　
　
名

８
０
０
万
歩
賞
　
　
　
　
名

９
０
０
万
歩
賞
　
　
　
８
名

１
０
０
０
万
歩
賞
　
　
　
７
名

１
１
０
０
万
歩
賞
　
　
　
５
名

１
２
０
０
万
歩
賞
　
　
　
２
名

１
３
０
０
万
歩
賞
　
　
　
３
名

１
４
０
０
万
歩
賞
　
　
　
３
名

１
５
０
０
万
歩
賞
　
　
　
２
名

１
６
０
０
万
歩
賞
　
　
　
２
名

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
賞
　
２
２
５
名

ウ
ォ
ー
カ
ー
情
報

ウ
ォ
ー
カ
ー
情
報

ウ
ォ
ー
カ
ー
情
報

ま ち の 動 き

「
諏
訪
湖
一
周
ウ
ォ
ー
ク
」
で

　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
！

「
諏
訪
湖
一
周
ウ
ォ
ー
ク
」
で

　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
！

９
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
か
ら

第
４
弾
は
下
東
条
地
区
へ

　
　
　
　
　
　
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
！

　
月
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー

１１

す

わ

こ

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
す
る
参
加
者
ら

「
諏
訪
湖
一
周
ウ
ォ
ー
ク
」
に
参
加
さ
れ
た

ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
皆
さ
ん

　
月
　
日
現
在

１０　
月
　
日
現
在

１０

１８１８

８９４５

１３２２

（土）

２３

６０

１１

１１

２４

１０

ｋｍ

２２




